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眼球毒性の観察された農薬についての文献的考察
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Literature Search: Ocular Toxicities Induced by Pesticides in Japan
Katsuhiko Yoshizawa1, Akane Kanase1, Yuri Yukimitsu1, Yumiko Shinke1, Miyu Hiratsuka1, 
Yukari Hirayama1, Maria Miura1, Yuko Emoto2, Chihiro Koyama1, Akiko Takenouchi1
1 Department of Food Sciences and Nutrition, School of Human
Environmental Sciences, Mukogawa Women’s University
2 Ethics Inspection Center, Kansai Medical University
Pesticides evaluated previously by the Food Safety Commission of the Cabinet Office, Japan were investi-
gated retrospectively for induction of ocular toxicity. A total of 339 assessment reports representing 345 com-
pounds were investigated. Ocular toxicity was observed in 56 compounds. Target sites were pupils for 21 
compounds, retinas for 21 compounds, lenses for 16 compounds, corneas for 15 compounds, conjunctiva for 
3 compounds and whole eyeballs for 2 compounds. These ocular toxicities were not related to local irritation, 
but were due to systemic exposure after oral absorption. For many of these compounds, the mechanism（s） 
of ocular toxicities are unknown. Ocular toxicities were only induced at considerably higher doses of expo-
sure compared to the acceptable daily intake （ADI） with sufficient safety margins for ocular toxicity. Al-
though it is unlikely that ocular toxicities induced by these chemicals will occur in humans, it is thought that 
future studies anticipating actual human exposure conditions and associated pharmacokinetic information 
will be important.
???
食生活が豊かになる一方、食生活を取り巻く環
境は近年大きく変化し、食に対する関心が高まっ
ている。こうした情勢の変化に的確に対応するた
め、食品安全基本法が制定された。これに基づい
て新たな食品安全行政を展開する目的で内閣府食
品安全委員会が平成 15 年から設置されている。
食品安全委員会の重要な役割は、食品に含まれる
可能性のある農薬、添加物、化学物質や微生物な
どの危害要因がヒトの健康に与える影響について
科学的にリスク評価を行うことである 1。2018 年
4 月現在、農薬で 1069 物質、動物用医薬品で 630
物質、添加物で 165 物質、化学物質・汚染物質で
70 物質などがリスク評価の対象になっており 2、
食品中に含まれる農薬が特に問題視されているこ
とが窺える。農薬曝露により、神経症状、呼吸器
症状、消化器症状、皮膚症状、視覚症状など多岐
にわたる健康被害が報告されている 3-5。
外界から得る情報はその 8 割が視覚から得られ
ることから、視覚障害は生活の質（quality of life）
の低下をもたらし、公衆衛生問題の 1 つである 6。
視覚障害は様々な原因でおこり、感染、遺伝、紫
外線、化学物質による眼球組織の機能障害や器質
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の比が高ければ眼球毒性に関しては安全、この比
が低ければ危険といえる。
???
評価可能であった農薬は、殺虫剤 110 化合物
（31.9％）、除草剤 109 化合物（31.6％）、殺菌剤
102 化合物（29.6％）、植物成長調整剤 20 化合物
（5.8％）、その他 4 化合物（1.2％）であった。345
化合物中 56 化合物（16.2％）に眼球毒性が観察さ
れた。その内訳は、殺虫剤 21 化合物（37.5％）、
除草剤 20 化合物（35.7 ％）、殺菌剤 14 化合物
（25％）、植物成長調整剤1化合物（1.8％）であった。
眼球毒性の観察された動物種は、ラットのみが
28 化合物、イヌのみが 7 化合物、マウスのみが 4
化合物、ウサギのみが 3 化合物、ラット・イヌが
4 化合物、ラット・マウスが 2 化合物、ラット・
ウサギが 2 化合物、イヌ・ハムスターが 1 化合物、
ラット・イヌ・ウサギが 4 化合物、ラット・イヌ・
マウスが 1 化合物であり、動物種で毒性の種類の
異なるものは 6 化合物あった。
毒性の標的部位は、瞳孔が 21 化合物（37.5％）、
網膜が 21 化合物（37.5％）、水晶体が 16 化合物
（28.6％）、角膜が 15 化合物（26.8％）、結膜が 3 化
合物（5.4％）、眼球全体が 2 化合物（3.6％）であっ
た。
瞳孔・虹彩の変化は縮瞳が 10 化合物、散瞳が
9 化合物、虹彩萎縮・虹彩炎が 2 化合物で観察さ
れた。網膜の変化は網膜変性・萎縮が 14 化合物、
網膜空胞化が 2 化合物、タペタム変性が 2 化合物、
眼底異常が 2 化合物、襞状網膜が 1 化合物で観察
された。水晶体の変化は 16 化合物すべてに白内
障性変化が観察された。角膜の変化は 15 化合物
すべてに角膜炎、角膜上皮の変性、線維化などが
認められ、一部で角膜上皮の過形成を伴っていた。
3 化合物で角膜の扁平上皮乳頭腫や扁平上皮癌へ
の移行が観察された。結膜に変化がみられた 3 化
合物では結膜出血や結膜炎がみられた。眼球全体
の変化は小眼球症と眼球腫大であり、いずれも発
生毒性試験で観察された変化であった。
56 化合物の眼球毒性は局所刺激性が原因では
なく、経口吸収後の全身曝露による変化であった。
そのなかで眼球毒性に関するメカニズムが考察さ
れたものは 15 化合物（26.7％）あり、①コリンエ
ステラーゼ阻害による縮瞳、② GABA アゴニス
的障害に起因し、なかでも化学物質による障害は
回復できない可能性が高い 7。
そこで、我々は農薬による視覚障害に注目し、
食品安全委員会において評価の終了した農薬評価
書について眼球毒性の発現を調査し、毒性の種類、
機序並びにヒトへの外挿性について考察した。
???
2018 年 4 月現在で、内閣府食品安全委員会ホー
ムページで閲覧可能な農薬評価書 339 報（345 化
合物）を調査した 2。
眼球毒性の観察された化合物名、農薬の種類、
薬理メカニズム、眼球毒性の種類および眼球毒性
メカニズムについて調査した。さらに、その毒性
のヒトへの外挿性について考察した。農薬の種類
は農薬取締法で規定されている分類に従った。評
価に用いた毒性試験は、急性毒性試験、薬理試験、
刺激性試験、神経毒性試験、亜急性毒性試験、慢
性毒性試験、発がん性試験、繁殖毒性試験、催奇
形性試験である。眼球毒性の種類・定義は、毒性
学並びに毒性病理学テキストを参考に整理した
（表 1）7,8。
眼球毒性の観察された化合物に関して、食品安
全委員会で決定した１日摂取許容量、急性参照用
量及びそれらの設定根拠について調査した。１日
摂取許容量（acceptable daily intake, ADI）とは、ヒ
トがある物質を一生涯にわたって毎日摂取し続け
ても、健康への悪影響がないと推定される 1 日当
たりの摂取量のことである。慢性毒性試験や生殖
発生毒性試験などから得られる無毒性量を安全係
数（通常 100）で除して算出する 9。また、急性参
照用量（acute reference dose, ARfD）とは、ヒトの
24 時間又はそれより短時間の経口摂取で健康に
悪影響を示さないと推定される体重１kg 当たり
の摂取量のことである。毒性試験や生殖発生毒性
試験などの投与１日以内みられる毒性変化の無影
響量を安全係数（通常 100）で除して算出する 9。
さらに、眼球毒性の観察された化合物について、
眼球毒性に関する最小無毒性量と、ADI 並びに
ARfD とを比較し、その安全域を算出した。例え
ば、ある化合物の眼球毒性として縮瞳が観察され
たとすると最小無毒性量が 100mg/kg、ADI が 1mg/
kg、ARfD が 5mg/kg であった場合、その安全域
は ADI では 100 倍、ARfD では 20 倍となる。こ
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ト作用による散瞳、③ 4-HPPDase 活性阻害によ
る高チロシン血症が関連した角膜障害・角膜腫瘍、
④眼球内出血が関連した眼球腫大であった。一方、
多くの化合物で眼球毒性のメカニズムが全く考察
されておらず、41 化合物（73.2％）を占めた。
眼球毒性の安全域（眼球毒性の最小無毒性量と
ADI あるいは ARfD の比）は 30 ～ 400000 倍（平均
15573 倍）であった。
???
農薬の人体への曝露に関しては、①農薬の散布・
調製・製造時などの不注意や事故、②自殺あるい
は他殺や傷害目的、③誤飲あるいは④農薬汚染さ
れた食物の摂取などが考えられる 10。その中毒症
状には①～③では呼気臭、意識障害、チアノーゼ、
唾液分泌過多、呼吸困難、体温上昇、発汗・冷汗、
接触性皮膚炎、筋肉の線維性攣縮・痙攣などの急
性中毒が、④などの長期にわたる農薬の曝露によ
る慢性中毒が知られている。慢性中毒には免疫力
の低下、頭痛、めまい、下痢、関節痛など多岐に
わたる症状がみられる 5。農薬による眼障害の発
生は、化合物の直接刺激による結膜や角膜の炎症
が多いものの 11-14、吸入・皮膚・経口曝露により
体内吸収され、眼球組織に化合物が達して影響を
引き起こす場合、あるいは眼球表面からの吸収に
より眼球組織に化合物が達して影響を引き起こす
場合などの全身症状の一環として観察される 1,15,16。
本調査では 16.2％に眼球毒性が観察され、その
うちメカニズムが考察されたものは 26.7％しかな
く、多くの化合物で眼球毒性のメカニズムが全く
考察されていなかった。
事故あるいは自殺を試みた農薬中毒患者で最も
頻度が高い中毒は、有機リン中毒、カーバメート
中毒、パラコート / ジクワット中毒であり、なか
でも有機リン系やカーバメート系農薬の副作用メ
カニズムはよく知られている 1,17,18。有機リン剤は
神経シナプスと赤血球膜のアセチルコリンエステ
ラーゼ と血漿のブチリルコリンエステラーゼ を
阻害する。後者の阻害は臨床症状を起こさないが、
アセチルコリンエステラーゼ阻害でアセチルコリ
ンが過剰となり自律神経、中枢神経、神経筋接合
部でアセチルコリン受容体が過剰刺激を受ける。
高いコリンエステラーゼ活性が特に外眼筋、網膜、
脈絡膜、虹彩、角膜に認められ 17、有機リン剤で
みられる視覚障害は眼球組織でのコリンエステ
ラーゼ阻害が関連することが示唆されている。ま
た、副交感神経のムスカリン／アセチルコリン受
容体の過剰刺激で気管収縮、気管支分泌、縮瞳、
流涙、排尿、下痢、低血圧、徐脈、嘔吐、流涎が、
交感神経のニコチン・アセチルコリン受容体 
acetylcholine receptor の過剰刺激で頻脈、散瞳、
高血圧、発汗が起こることが知られている。
さらに、HPPD 阻害型除草剤による角膜病変の
メカニズムは、
1．4- ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲ
ナーゼ（HPPD）阻害により、高チロシン血症
が誘発される
2．チロシンあるいは代謝物の結晶が角膜に沈着
する
3．角膜上皮細胞が変性する（角膜変性）
4．炎症（角膜炎・角膜潰瘍）が起こる
5．角膜上皮の再生・過形成がおこる
6．これらの変化の継続により角膜上皮細胞の遺
伝子異常を誘発し、腫瘍発生につながる（扁平
上皮乳頭腫・扁平上皮癌）
ということが報告されている。この変化はラッ
トで感受性が高いことが特徴で、マウスやヒトで
は HPPD 阻害がおきても、代替チロシン代謝経
路を介したチロシン尿中排泄効率が高いことか
ら、一定量以上の血中チロシン蓄積は認められず、
角膜病変は生じにくいとされる 20。
本調査では、網膜の変化（網膜変性・萎縮、網
膜空胞化、タペタム変性、眼底異常、襞状網膜）
が 21 化合物で、水晶体の変化（白内障性変化）が
16 化合物で観察されたが、メカニズムは何ら考
察されていなかった。様々な農薬でこれらの変化
がヒトで観察され、化合物あるいは代謝物の眼球
内移行が示唆されているが 21,22、実験的なデータ
は乏しいのが現状である。特に齧歯類を用いた長
期試験の場合、実験室内の蛍光灯により網膜変性
症や白内障が誘発されることが知られており 7,23、
化合物本来の毒性変化であるかどうかの判断が難
しいことをしばしば経験する。
眼球毒性に関してヒトの安全性を如何に担保す
るかが重要であるため、我々は食品安全委員会で
設定された ADI 並びに ARfD を調査し、眼球毒
性に関する最小無毒性量との比（眼球毒性の安全
域）を求めた。その結果、30 ～ 400000 倍（平均
15573 倍）となり、いずれの場合も ADI や ARfD
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に比べてかなり高用量の曝露でのみ眼球毒性が誘
発されていたことが明らかとなった。
以上、調査した農薬の 16.2％という多くの化合
物で眼球毒性が観察され、そのメカニズムの多く
が不明であった。ADI や ARfD と比べて高用量の
曝露で眼球毒性が誘発されるにすぎず、眼球毒性
の安全域は確保されていると思われる。しかし、
ヒトで眼球毒性が観察される可能性は少ないもの
の、ヒトでの曝露実態や薬物動態情報など今後の
さらなる研究が必要であると考えられる。
???
本研究を実施するにあたり、参天製薬㈱能登貴
久博士に御協力を頂いた。著者は内閣府食品安全
委員会の専門委員であるが、本論文の内容はあく
までも個人的な見解であることをご理解いただき
たい。
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Table 1? Definition of Ocular Toxicity Induced by Pesticides
部位 所見 定義 写真 写真の説明
瞳孔 散瞳 光の有無に関係しない
瞳孔の散大で、光を当
てても完全には縮瞳し
ない。交感神経興奮な
どで起こる。
化学物質投与
による散瞳（ウ
サギ）
縮瞳 光の有無に関係しない
瞳孔の極度に縮小した
状態。副交感神経興奮
等でおきる。
化学物質投与
による縮瞳（ウ
サギ）
網膜 網膜変性・萎
縮
視細胞や杆状体錐状体
層の変性・壊死でおこ
る。白色ラットでは動
物室の照明の影響で網
膜萎縮がおこることが
ある。
化学物質投与
による網膜萎
縮（左：対照群、
右： 投 与 群、
ラット）
タペタム変性 イヌの眼球はタペタム
（脈絡膜壁紙）が存在
し、亜鉛が多量に存在
する。亜鉛のキレート
作用のある化合物でタ
ペタム細胞に変性・壊
死・萎縮が生じる。
化学物質投与
によるタペタ
ム変性（イヌ）
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襞状網膜 襞状網膜（網膜異形成）
は光受容体細胞を含ん
だ数層が胎生期あるい
は生後の網膜発育過程
で異常な分化をした結
果おこる。
化学物質投与
による襞状網
膜（網 膜 異 形
成）（ラット）
水晶体 白内障 水晶体が肉眼的に白濁
した状態。水晶体上皮
の細胞死、水晶体線維
の分化異常、水晶体の
成分変化で生じる。白
色ラットでは動物室の
照明の影響で白内障が
おこることがある。
化学物質投与
による白内障
（ラット）
角膜 角膜炎（角膜
上皮変性・線
維化）・潰瘍・
過形成）
角膜上皮細胞の分裂に
影響を及ぼす化学物
質、化学物質の沈着、
接触による刺激により
誘発される。重篤な場
合は角膜潰瘍、持続し
た場合は血管新生・角
膜上皮の過形成を伴
う。
化学物質投与
による角膜炎・
角膜潰瘍（＊）・
前眼房炎症
（ラット）
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扁平上皮乳頭
腫・扁平上皮
癌
角膜上皮細胞の過形成
に継続して生じる良性
腫瘍が扁平上皮乳頭
腫、悪性腫瘍が扁平上
皮癌である。齧歯類で
の自然発生報告はな
い。
化学物質投与
による角膜扁
平上皮癌（ラッ
ト）
眼球
全体
小眼球症 細胞増殖抑制作用を有
する化学物質やVitamin 
A の妊娠期処置で小眼
球症あるいは無眼球症
が誘発される。
化学物質投与
による小眼球
症（左：対照群、
右： 投 与 群、
ラット）
眼球腫大 眼球が肉眼的に大きく
なり突出している状態
（牛眼）。白内障・水晶
体組織の破裂、眼球内
出血・炎症が生じた場
合、眼房水の流出経路
である虹彩角膜間隙を
閉塞し、眼圧が上昇（緑
内障）、眼球腫大・突
出がおこる。やがて、
網膜内層の萎縮・視神
経陥凹（緑内障性網膜
変性症）を併発する。
化学物質投与
による眼球腫
大（ラット）
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近畿圏内薬学部の 2015, 2016 年度における薬剤師国家試験
合否状況に関する検討
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Pass rate of the national examination for pharmacists 
in the Kinki region in 2015 and 2016
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2Sugiyama Jogakuen University
Abstract
A four-year course of pharmaceutical education that emphasized the importance of basic sciences was im-
plemented in Japan through 2005; in 2006, the curriculum was reorganized and transformed into a six-year 
course to improve education in applied pharmaceutics and clinical practice. Information on the numbers of 
incoming students, promoted fifth-year students, straightly graduated students and students who straightly 
passed for the national examination for pharmacists in each 6-year course of university for pharmacists is 
now available from Ministry of Education, Culture, Science and Technology (MEXT) and each universityʼs 
individual website. This study collected data on 12 universities in the Kinki region. Based on these data, two 
indexes were calculated: the “postponed graduation index” and the “retention and dropout index”. Statistical 
analysis of the two indexes, along with straight pass rate from the numbers of straightly graduated and in-
coming students, revealed that the retention and dropout index is inversely related to deviation value at uni-
versity admission examinations and positively correlated with straight pass rate, suggesting that students un-
fit for pharmaceutical education were admitted to universities with low deviation value at university 
admission examinations. Cluster analysis based on four factors (pass rate of new graduates, straight pass rate, 
retention and dropout index, and postponed graduation index) suggests five clusters, strongly dependent on 
deviation value at university admission examinations. These results indicate the significance of high marks at 
university admission.
1. ????
近年、患者を中心としたチーム医療化が進展し、
医療現場では別職種とのコミュニケーション能力
やそれぞれの職域におけるこれまで以上に高度な
専門的知識が求められている。薬剤師においても、
保険薬局・病院・薬事衛生など多様な領域におい
て、安心で最適な薬物療法の提供、服薬指導、医
療の安全確保などの幅広い分野で医療の担い手と
しての期待が大きい。このような社会背景の中、
薬剤師職能の質向上・多様化への対応や実学とし
ての医療薬学の教育充実化を目指し、学校教育法
改正（2004 年 5 月 21 日公布）をもって 2006 年か
ら 6 年制薬学課程の設置がスタートした 1）。
薬剤師の免許を受けるためには、薬剤師国家試
験（以下、国試）に合格しなければならない（薬剤
師法 第三条）。国試は、必須問題と一般問題の 2
つの問題区分に大別され、それぞれ物理、化学、
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ために留年や卒業延期が戦略的に行われていた疑
いがある。これに対して、厚生労働省は第 100 回
国試（2015 年 2 月実施）より大学別の出願者数を
公表することで受験者数との差として卒業延期者
数を概算できるようにし 6）、文部科学省は「平成
26 年度 質の高い入学者の確保と教育の質の向上
に向けてのフォローアップ状況」（2014 年 11 月 7
日）において各年次の進級者数や入学者に対する
標準修業年限内の卒業者・国試合格者の割合、6
年次の卒業留年の割合を各大学のウェブサイトに
て公表するよう求めた。つまり、第 101 回国試以
降は合格率が安定し、かつ、各大学の修学状況の
公表が進んでいる。
本研究では、6 年制薬学課程が卒業生を輩出し
てから 5 年以上経過し安定した時点においてその
問題点を検討するために、第 101 回以降の上述し
生物、衛生、薬理、薬剤、病態・薬物治療、法規・
制度・倫理、実務の各領域から合計 345 問で構成
される幅広い専門知識を問われる試験である。
2018 年度末で 6 年制薬学課程第 7 期生が卒業し
第 103 回国試を受験した。第 1 期生が第 97 回国
試を受験したときから総合すると 6 年制薬学課程
を卒業し国試に合格した者は、63,271 名にのぼ
る2）。一方、国試の合格率は例年大きく変動し3）、
合否基準に相対基準を採用した第 101 回以降よう
やく安定期に入りつつある（第 101 回国試、新卒
合格率 86.29%; 第 102 回国試、新卒合格率 85.00%; 
第 103 回国試、新卒合格率 86.30%）4）。ここに至
るまで、一部の大学では国試に受かりそうもない
学生を留年や卒業延期させるなどして、合格率を
操作しているのではと疑われていた 5）。すなわち、
一部の大学において見かけの合格率を上昇させる
n.d.; no data
Table 1 Straightly promoted students in each grade in 2011 as a ratio to incoming students
n.d.; no data
Table 2 Straightly promoted students in each grade in 2010 as a ratio to incoming students
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た各数値を用いて、三大都市圏のうち今後の 18
歳人口の減少が最も大きいと予測される近畿圏内
（文部科学省「学校基本調査」によると、2017 年比
で 2029 年には首都圏 95%、東海 90%、近畿
85%）での各大学 6 年制薬学課程の現状の国試合
否状況と留年・退学や卒業延期の関連および入学
時偏差値 7）との関連を評価した。
2. ??
2-1. ??? 6???????????????
近畿圏内私立 6 年制薬学課程として京都薬科大
学、大阪薬科大学、近畿大学、摂南大学、神戸学
院大学、神戸薬科大学、同志社女子大学、大阪大
谷大学、姫路獨協大学、兵庫医療大学、立命館大
学および本学を検討対象とした。
代々木ゼミナールより、各大学の入学時偏差値
を得た。厚生労働省ウェブサイト 2）および文部科
学省ウェブサイト 6）より、それぞれ新卒合格率お
よび修業年数内 5 年次進級者数（以下、ストレー
ト 5 年次進級者数）、修業年数内卒業者数（以下、
ストレート卒業者数）を得た。また、各大学ウェ
ブサイト内の情報公開より、入学者数、修業年数
内各年次進級者数もしくは率（以下、ストレート
各年次進級者数もしくは率）、修業年数内国試合
格者数もしくは率（以下、ストレート合格者数も
しくは率）を得た。本研究は、国試合格率が安定
化した第 101 回国試以降を対象としたが、第 103
回国試に関しては本研究実施時点で各大学ウェブ
サイト内に十分な公表をされていなかったため、
除外した。つまり、第 101 回および第 102 回国試
を修学年数内で受験した年度のみを調査対象とし
た。ただし、第 101 回および第 102 回国試に関連
する情報であっても、以下の情報は各大学ウェブ
サイトにて未公表であった。また、大阪薬科大学
は当該年度において 6 年制薬学課程と 4 年制薬学
科（薬科学科）を一括募集しているが、ウェブサイ
ト上で公表されている通り 8）、ストレート合格率
は入学者から薬科学科配属者を除いた数を仮想的
に入学者数として算出されている。
・以下の大学における 2011 年度入学（2016 年
　度卒業・第 102 回国試受験）学生のストレー
　ト各年次進級者数
　　神戸学院大学、同志社女子大学、
　　姫路獨協大学
・以下の大学における 2010 年度入学（2015 年
　度卒業・第 101 回国試受験）学生のストレー
　ト各年次進級者数
　　神戸学院大学、神戸薬科大学、
　　同志社女子大学、姫路獨協大学
・以下の大学における 2010 年度入学（2015 年
　度卒業・第 101 回国試受験）学生のストレー
　ト卒業者率
　　神戸学院大学、神戸薬科大学
2-2. ????????????????
薬学教育において 5 年次には期間にして約半年
に及ぶ実務実習及びそのための事前・事後指導が、
6 年次には多くの場合それまでに修得した内容の
総合的な学修が行われ、これらの間、卒業研究が
平行して進められる。4 年次には、実務実習に参
加するために必要な知識・問題解決能力、および、
技能・態度が一定の基準に達しているかを客観的
に評価するために 4 年次までの評価として CBT 
（Computer-based testing）お よ び OSCE （Objective 
structured clinical examination）が実施される。1-4
年次と 5 年次以降の教育プログラムの性質は異な
り、留年率なども傾向が大きく異なることが想定
された（Table 1, 2）。そのため、留年・退学指標は、
入学者数からストレート 5 年次進級者数を減じ入
学者数で除した割合として算出した。また、卒業
延期指標はストレート 5 年次進級者数からスト
レート卒業者数を減じストレート 5 年次進級者数
で除した割合として算出した。大学間で進級に対
する考え方や要件が異なるため、それぞれの大学
において留年者数は多様化することが想定される
（3-1に後述）。さらに留年者の成績動向はストレー
ト進級学生と異なると考えられるため、大学間で
の教育評価として国試合否を比較するには留年者
数の増減による影響を少なくする方が適している
と判断できる。よって、前述のようにストレート
数を基に進級者数や国試合否を検討した。
神戸学院大学と神戸薬科大学について、2010
年度のストレート合格者数（率）が未公表のため、
留年・退学指標、卒業延期指標を算出することが
出来なかった。
2-3. ????
相関解析は、Pearson Correlation を用い（GraphPad 
Prism ver. 5.01）、p 値が 0.05 未満の場合、統計的
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に有意とみなした。また、クラスター解析は、Ward
法により実施した（SPSS Statistics ver. 20）。
なお、周知のとおり、相関分析は因果関係を明
らかとするものではないが、本稿が扱う入学時偏
差値変数は後述する各指標との間で何らかの関係
を有すると考えられるだけでなく、入学時偏差値
が他の指標より時間的に先行することから、入学
時偏差値と各指標はある程度因果関係が想定され
得るものとして分析・考察を行った。
3. ???????
以下、大学名を匿名として記載する。
3-1. ????????????????
各大学薬学部の入学者を 100% とした時の各学
年へのストレート進級率とストレート卒業率を
Table 1とTable 2に示した（Table 1, 2011年度入学・
2016 年度卒業・第 102 回国試受験 ; Table 2, 2010
年度入学・2015 年度卒業・第 101 回国試受験）。
全体の傾向として、2 年次から 3 年次への進級率
が低い傾向にあった。カリキュラムの構成上、各
大学が 2 年次から専門科目の講義数が増え学修に
ついていけない学生が増加するためと推測され
る。また、5 年次から 6 年次へはほぼ全員が進級
していた。よって、卒業延期以外の留年・退学者
は、おおむね入学者数とストレート 5 年次進級者
の差で説明することができる。すなわち、本研究
で算出した留年・退学指標は、ほぼすべての留年・
退学者をカバーする指標となる。
多くの大学でストレート 6 年次進級率とスト
レート卒業率に 10% 程度の乖離が見られるが、
2010 年入学および 2011 年入学の学生において K
大学ではその乖離が見られず、ストレート進級者
における卒業延期の学生がいなかった。
3-2. ???????????????
ストレート合格率と入学時偏差値は、極めて強
い正の相関が見られた（Fig. 1a; 2011 年度入学・
2016 年度卒業・第 102 回国試受験 , r=0.9156, 
p<0.0001; 2010 年度入学・2015 年度卒業・第 101
Fig. 1 Relationship between deviation value at university admission examinations and straight pass rate (a), sum of retention 
and dropout index and postponed graduation index (b), retention and dropout index (c) or postponed graduation index 
(d), respectively. Abbreviation of each university is shown in Table 1, 2 and section 2-1.
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回国試受験 , r=0.8612, p=0.0014）。つまり、スト
レート合格率は入学時の学生の成績に強く依存し
ていた。2011 年度入学および 2010 年度入学の回
帰直線の傾きは、それぞれ 3.080 ± 0.427 および
3.323 ± 0.693 であり、入学時偏差値 1 がストレー
ト合格率約 3% に相当した。
3-3. ????????????????????
?????
留年・退学指標および卒業延期指標の和と入学
時偏差値は、強い負の相関が見られた（Fig. 1b; 
2011 年度入学・2016 年度卒業・第 102 回国試受験 , 
r=－0.7785, p=0.0029; 2010 年度入学・2015 年度卒
業・第 101 回国試受験 , r=－0.7651, p=0.0099）。入
学時偏差値が低い大学ほど修業年数内で卒業でき
る学生の割合が低いと言え、6 年制薬学課程の学
修に耐えることができない学生を数多く入学させ
なければならない大学が存在していることが示唆
される。
3-4. ????????????????????
????
留年・退学指標 （Fig. 1c）もしくは卒業延期指標
（Fig. 1d）と、入学時偏差値の相関をそれぞれ検討
した。留年・退学指標と入学時偏差値には、強い
負の相関がみられた（2011 年度入学・2016 年度卒
業・第 102 回国試受験 , r=－0.7739, p=0.0031; 2010
年度入学・2015 年度卒業・第 101 回国試受験 , r=
－0.8553, p=0.0016）。一方、卒業延期指標と入学
時偏差値の関係性に関して、一部の入学時偏差値
が低い大学において卒業延期指標が顕著に高い以
外は入学時偏差値に依存性はみられず、有意な相
関がみられなかった（2011 年度入学・2016 年度卒
業・第 102 回国試受験 , r=－0.4358, p=0.1567; 2010
年度入学・2015 年度卒業・第 101 回国試受験 , r=
－0.4138, p=0.1812）。よって、Fig. 1b でみられた
入学時偏差値が低い大学ほど修業年数内で卒業で
きる学生の割合が低い原因は、卒業延期によるも
のというよりは主に留年・退学によるものと考え
られた。卒業延期者数は、厚生労働省が公表する
国試出願者と国試受験者 2）の差として簡単に推測
されてしまうので、各大学において卒業延期の取
扱いが慎重になっていると推測され、これが主因
の一つと推察される。
一方、I 大学と J 大学は、留年・退学指標と卒
業延期指標の両方共で顕著に高い値を示した。各
大学のストレート合格率と厚生労働省が公表する
新卒合格率の乖離は、近畿圏内では概ね 10~30%
程度であるものの、両大学においては 30~45% 程
度と高い。特に両大学においては、留年・退学お
よび卒業延期の両方により、新卒合格率を高めよ
うとしていると推察される。
3-5. ???????
国試合格率を本質的に改善するためには、上述
したような入学時低偏差値の大学のように留年・
退学や卒業延期を増加させ新卒合格率を見かけ上
改善するのを目指すのではなく、これらを低下さ
せても、ストレート合格率を改善させる必要があ
る。そこで、目指すべき大学の特徴を見出すため
に、厚生労働省が公表する新卒合格率、前述のス
トレート合格率、留年・退学指標、卒業延期指標
の 4 つの因子を基に、2011 年度の数値を用いて
近畿圏内大学を Ward 法にてクラスター化した
（Fig. 2）。また、Table 3 に各クラスターの指標の
平均を記載した。
各クラスターの主な特徴およびそれらを構成す
る大学は、以下の通りである。
クラスター 1（A 大学、L 大学、B 大学、H 大学）: 
留年・退学指標　と卒業延期指標が比較的低
く、新卒合格率とストレート合格率が高い。
クラスター 2（C 大学、F 大学）: 留年・退学指
標と卒業延期指標はクラスター 1 に比べて高
いが、新卒合格率が全クラスターで最も高い。
Fig. 2 Horizontal dendrogram derived from pass rate of new 
graduates, straight pass rate, retention and dropout 
index, and postponed graduation index.
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クラスター 1 に比べて留年・退学指標と卒業延
期指標が高いのが原因で、ストレート合格率
が相対的に低いと推察される。
クラスター 3（D 大学、E 大学、G 大学）：留年・
退学指標が高く卒業延期指標が相対的に低
い。新卒合格率とストレート合格率もクラス
ター 1, 2 に比べると低い。
クラスター 4（I 大学、J 大学）: 
留年・退学指標と卒業延期指標が高い。新卒
合格率とストレート合格率が低い。
クラスター 5（K 大学）: 留年・退学指標が高い
ものの、卒業延期指標が低い。新卒合格率と
ストレート合格率が全クラスター中最も低
い。
近畿圏内の大学は、4 つの因子によって 2 つに
大別された （Fig. 2）。つまり、入学時偏差値が高
い
（55 以上）クラスター 1 と 2、および、入学時偏
差値が低い（55 以下）クラスター 3, 4, 5 である。2
つの大クラスターは入学時偏差値で明確に区分さ
れ、また、それらに含まれる 5 つのクラスターも
それぞれ入学時偏差値（Table 1）に強く依存してい
た。
目指すべきクラスターはクラスター 1 や 2 であ
り、Fig. 1a と考えあわせると、本質的な国試合否
状況の改善には入学時偏差値の高い学生を入学さ
せることが大切であると考えられる。またクラス
ター 1, 2 の挙動から、成績の良い学生を集めるこ
とができると、留年・退学を少なく抑えることが
できると推測される。
一方、同偏差値帯の大学であっても、ストレー
ト合格率に大きな差異が認められるケースもあ
る。例えば、2011 年入学の H 大学（クラスター 2）
と E 大学（クラスター 3）は、入学時偏差値が 55 と
同一であるものの、ストレート合格率には 23.7%
の差異がある。当該年度の両大学の卒業延期指標
はほぼ同一であり、留年・退学指標は E 大学が
28.6% 高い。このような差異の原因として、以下
の 3 つが考えられる。
① H 大学の 4 年次までのカリキュラムが良質で
あり、その効果がストレート合格率の高さにつな
がっている。
② H 大学の 4 年次までの進級規定が比較的おお
らかであるなどの理由により留年・退学者が少な
く、5 年次以降のいわゆる国試対策で大きく成績
を伸ばすことでストレート合格率の高さにつな
がっている。
③ H 大学が E 大学に比べて留年・退学指標の差
において 28.6% 低いため、その差がストレート
合格率の差 23.7% にそのままつながっている。
③の可能性について考察する。留年・退学をす
る学生は成績が低いことが想定される。そのため、
留年・退学をする学生が仮に留年・退学せずにそ
のまま進級したとしても、国試にストレートで合
格する可能性は低い。よって、③の可能性は極め
て低いと考えられる。
次に、①と②の可能性について考察する。スト
レート合格者数をストレート 5 年進級者数で除し
た割合（ストレートで 5 年次に進級した学生のう
ち、ストレートで国試に合格した学生の割合）に
ついて E 大学と H 大学を比較したところ、E 大
学では 78.6%（2011 年）、H 大学では 80.0%（2011
年）、79.7%（2010 年）とほぼ同等であった。仮に
②が主要な原因と考えると、H 大学は E 大学に
対して、留年・退学指標の差異にあたる 30% 程
度を 5、6 年次の 2 年間で追い上げたこととなる。
一方、前述の通り 5 年次は各大学にて約半年にわ
たって実務実習を行っており、6 年次では国試前
であるため細心の注意を払った教育プログラムが
実施され、学生自身も最大限学修する時期である。
この時期に一方の大学のみが 30% ほど追い上げ
ると考えるのは不自然であろう。よって、①に示
した通り 5 年次に至る前の段階である 1-4 年次で
のカリキュラムの質や授業改善の積み重ねなど、
個別大学の要因に多くが依存していると考えるの
が素直であろう。つまり、同偏差値帯においても、
4 年次までのカリキュラムによって、ストレート
合格率は大きく変動しうることが示唆される。ま
た部分的には、一般に女子大学生が男子大学生に
比べて留年、退学などが少ないことや S/T
（Student/Teacher）比、教育環境などの差異も影響
Table 3 Characterization of five clusters
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を与えうると考えられる 9, 10）。
以上より、国試合否状況を改善するためには、
カリキュラム評価およびそれに基づく継続的な改
善・効率化をおこない、かつ、教育内容などの広
報を通じて大学のポジショニングを改善して高偏
差値群の学生をより多く集めることが現実的な対
応策と考えられる。また、国試合否状況と強い相
関を示す入学時偏差値を「入学時の基礎学力」と言
い換えると、入学内定者に対する高大接続教育の
充実も対応策としてとらえることができるだろ
う。アドバンストプレイスメントなどの施策もそ
の一助となるかもしれない。一方、高学年時のい
わゆる国試対策企画に関して、本研究では直接の
解析を行っていないが、正規カリキュラムの補習
的な意味合いがあり各校のストレート合格率に影
響を与えうると推察される。
ただ一つここで注意しておくべきこととして、
6 年制薬学課程は、質の高い薬剤師を養成する場
である、という点がある。国試は筆記試験である
という性格上、学生のその時点における薬剤師に
必要な能力のある一部のみの評価にならざるを得
ない。そのため、国試合格や国試の高得点獲得は、
当該学生の薬剤師としての高い質を必ずしも保証
するものではないと推測される。国試合否と相関
がみられた入学時偏差値もまた同様であろう。各
大学が特色ある教育や国試に直接的に反映されな
いパフォーマンスを含む能力の開発、薬剤師の職
能をより深く理解するためのプロフェッショナリ
ズム教育などに対しても並々ならない努力を傾け
ているのは、質の高い薬剤師がそなえるべき素養
を育成するためであると言え、この使命感は薬学
教育が全体として国試偏重に陥らない大きな動機
の一つになっている。本研究を端緒として薬学教
育・薬剤師教育の全体像を明らかにするためには、
国試合否にとどまらず上記のような教育の効果を
も検証する必要があり、卒業生調査などによる長
期的評価が望まれる。
受稿日　　2018 年 9 月 21 日　　　受理日　　2018 年 11 月 26 日
4. ??
入学時偏差値はストレート合格率に相関を示し
た。一方、4 年次までのカリキュラムの良質化に
よりストレート合格率が改善できることが示唆さ
れる。
しかしながら、各大学が行う薬学教育それ自体
の質は、国試合否のみでは決定できないことは先
述したとおりである。今後は、各大学の卒業生調
査などにより、薬学教育・薬剤師教育の全体像に
ついての詳細な検討が望まれる。
5. ????
1） 乾賢一、薬学教育 6 年制のあゆみ、アークメディア、
東京、pp.3-7 （2016）
2） 厚生労働省ウェブサイト：薬剤師国家試験のページ
（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
kenkou_iryou/iyakuhin/yakuzaishi-kokkashiken/）2018
年 9 月 2 日最終アクセス
3） 国試合格率回復－安心してはいけない教育現場、薬
事日報 2016 年 4 月 1 日付
4） 【第 103 回薬剤師国試】合格率は 70.58% －合格者は
105 人増の 9584 人、薬事日報 2018 年 3 月 30 日付
5） 【厚労省】薬剤師国試、大学別志願者数を公表－合格
率操作に一定の歯止め、薬事日報 2015 年 1 月 9 日付
6） 文部科学省ウェブサイト：各大学における入学試験・
6 年制学科生の就学状況等
（http://www.mext.go.jp/a_menu/01_d/1361518.htm）
2018 年 9 月 2 日最終アクセス
7） 厳密には当該学年入学生の学力とは異なるが、本稿
では便宜的に入学時の学力の代理指標として用いる
こととする。
8） 大阪薬科大学ウェブサイト：進級者数・卒業者数・
卒業率・薬剤師国家試験合格率
（http://www.oups.ac.jp/annai/kouhyou/shinkyu
_sotsugyou.html）2018 年 9 月 3 日最終アクセス
9） 内田千代子 , 第 30 回全国メンタルヘルス研究会 , 
pp70-85 （2009）
10） 速水幹也 , 高等教育研究 , 19, 165-185 （2016） 
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Low-Dose Oral Immunotherapy Using Low-Egg-
Allergen Cookies for Severe Egg-Allergic Children 
Reduces Allergy Severity and Affects Allergen-Spe-
cific Antibodies in Serum.
Maeta A, Matsushima M, Muraki N, Asano M, Takaoka 
Y, Kameda M, Takahashi K.
Int Arch Allergy Immunol. 2018; 175: 70-76
　低アレルゲン化卵ボーロを用いた少量導入経口
免疫療法は，重症卵アレルギー患児に対する効果
的かつ安全な治療法であることが示唆された．
Diets Supplemented with 1% Egg White Induce Oral 
Desensitization and Immune Tolerance in an Egg 
White-Specific Allergic Mouse Model.
Maeta A, Matsushima M, Katahira R, Sakamoto N, 
Takahashi K.
Int Arch Allergy Immunol 2018; 176: 205-214.
　卵白アレルギーモデルマウスにおいて，抗原が
1% 含有した食餌は，経口減感作及び耐性獲得を
誘導すると示唆された．
Stepwise oral immunotherapy for 10 days in an egg-
white allergy mouse model did not ameliorate the se-
verity of allergy but induced the production of aller-
gen-specific IgA.
Maeta A, Katahira R, Matsushima M, Onishi H, 
Nakamura Y, Takahashi K.
Biosci Biotechnol Biochem 2018; 82: 2176-2179.
　卵白アレルギーモデルマウスに対する 10 日間
の段階増量型経口免疫療法は，アレルギー重症度
の改善は出来なかったが，抗原に対する免疫応答
機能に影響を与えたと示唆された．
Anti-allergic Effects of the Alkaline Hydrolysis of 
Rapeseed Cake in a Rat Basophilic Leukemia Cell 
Line ?RBL-2H3?.
Maeta A, Takahashi K.
Food Science and Technology Research 2018; 24: 935-
942.
　菜種油粕の抗アレルギー成分はアルカリ加水分
解により得られ，その抗アレルギー活性は複数の
化合物が関与していることを明らかにした．
?????????????????????
??????????
前田晃宏，村木希実，石部恵美，森　寛，大室和
代，高岡有理，亀田　誠，高橋享子
日本小児臨床アレルギー学会誌 2018: 16 （12 月掲
載予定）
　低アレルゲン化卵ボーロは，鶏卵アレルギー患
児に対する緩徐経口免疫療法に活用できる十分な
嗜好性を有する抗原含有食品であると示唆された．
High dose of histone deacetylase inhibitors affects 
insulin secretory mechanism of pancreatic beta cell 
line.
Yamato E. 
Endocr. Regul., 52, 21-26 （2018）
　HDAC 阻害剤は近年免疫を変容させる作用か
ら治療薬として用いられようとしているが，HDAC
阻害剤は膵β細胞株においては低グルコースにお
いては基礎分泌を亢進させ，グルコース応答性イ
ンスリン分泌は低下させることを見出した．
NEAT??????? 2???????????
?????????????
辻久美子，岡　彩乃，福田正博，倭　英司
病態栄養学会誌，21, 305-313 （2018）
　2 型糖尿病患者の NEAT（非運動性活動熱産生）
は女性が男性に比べ有意に高値であり，女性の
NEAT 高値群は低値群に比べ BMI および体脂肪
率，HbA1c が有意に低値であった．一方，男性
では自発的運動あり群がなし群に比べ，HDL-C
が有意に高値，TG が有意に低値であった．この
ことから，女性では NEAT を高めること，男性
では，運動習慣をつけることが肥満や脂質異常症，
2 型糖尿病の管理にコントロールに有効である可
能性がある．
Review-Nonproliferative and Proliferative Lesions 
of the Rat and Mouse Special Sense Organs ?Ocular 
?eye and glands?, Olfactory and Otic?.
Meg Ferrell Ramos, Julia Baker, Elke-Astrid Atzpodien, 
Ute Bach, Jacqueline Brassard, James Cartwright, 
Cynthia Farman, Cindy Fishman, Matt Jacobsen, Ursula 
Junker-Walker, Frieke Kuper, Maria Cecilia Rey 
Moreno, Susanne Rittinghausen, Ken Schafer, Kohji 
Tanaka, Leandro Teixeira, Katsuhiko Yoshizawa
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J. Toxicol. Pathol., 31（3 Suppl）, 97S-214S （2018）.
　本論文は，げっ歯類の眼球の特徴とその病気に
関してまとめた総説である．International Harmonization 
of Normenclature and Diagnosis （INHAND） Project
の一環として，日米欧の専門家が結集し，特に医
薬品・農薬の前臨床試験やがん原性試験で使用す
る病理学的用語・クライテリアの統一を行った．
米国 FDA は INHAND Project の総説に記載された
毒性病理学的用語を医薬品申請に積極的に使用す
るように推奨している．
Report of the Joint Meeting of the FAO Panel of Ex-
perts on Pesticide Residues in Food and the Environ-
ment and the WHO Core Assessment Group on Pas-
ticide Residues 2017.
Katsuhiko Yoshizawa, Midori Yoshida, David A 
Estmond.
FAO PLANT PRODUCTION AND PROTECTION 
PAPER, FOOD AND AGRICULTURE ORGANIZATION 
OF THE UNITED NATIONS AND WORLD HEALTH 
ORGANIZATION, 232, 127-149 （2017）.
　本書物は，2017 年 9 月に開催された WHO/
FAO 残留農薬専門家会議で議論された内容をま
とめたものである．筆者は WHO の要請で毒性専
門家として会議に参画し，Fenazaquin の項目を執
筆した．
Divalent magnesium cation concentrations deter-
mine the formation of tofu-like precipitates with 
differing urea solubilities 
Heliyon. （2018）, 4, e00817. （査読有）
Yasuhiro Arii, Kaho Nishizawa
　異なる尿素可溶性を示す豆腐様沈殿の作り分け
に重要な因子を明らかにした．尿素可溶性が高い
沈殿は塩析により生じ，尿素可溶性が低い沈殿は
塩橋により生じる．
Sword bean variants and different pretreatments 
influence protein extraction and protein properties
Biosci. Biotechnol. Biochem. （2018）, 82, 1821-1824. 
（査読有）
Kaho Nishizawa, Yasuhiro Arii
　赤ナタマメおよび白ナタマメからタンパク質を
抽出する際に，種の違いおよび前処理の違いが，
タンパク質抽出に影響を与えること，抽出された
タンパク質の特性にも影響を与えることを明らか
にした．
??????????????????????
????????
公益財団法人飯島藤十郎記念食品科学振興財団平
成 29 年度年報．（2018）, 33, 217-221.
有井康博
　異なる尿素可溶性を示す豆腐様沈殿の作り分け
に重要な因子を明らかにした．尿素可溶性が高い
沈殿は塩析により生じ，尿素可溶性が低い沈殿は
塩橋により生じる．この結果が，絹ごし豆腐と木
綿豆腐の作り分けに重要な因子を特定するきっか
けとなり得ることを報告した．
A crude sword bean ?Canavalia gladiata? extract is 
gelated by cooling
Biosci. Biotechnol. Biochem. （2018）, 82, 120-126. 
（査読有）
Nishizawa K, Arii Y
　ナタマメ粗抽出液が低温（10℃以下）においてゲ
ル化することを報告した．本ゲル化によって生じ
たゲルは 65℃以上で融解することも明らかにした．
???????????????????????
?????????????
栄養科学研究雑誌（2016） （The Mukogawa Journal 
of Nutrition Science Research 2016）, 5, 1-10.（査 読
有）．2018 年 5 月刊行
有井康博，西澤果穂
　ナタマメを利用した健康寿命を延伸できる食品
の開発を目指した基盤研究について紹介した．特
に，ナタマメタンパク質の一つであるカナバリン
がロイシンを乳清タンパク質の 1.5 倍含むこと，
カナバリンの簡易精製法，塩に関連する特性を報
告した．また，嚥下食などに期待できるゲル化物
質の抽出についても報告した．
Associations of postprandial lipemia with trunk/leg 
fat ratio in young normal weight women independent-
ly of fat mass and insulin resistance
Takeuchi M, Tsuboi A, Kurata M, Kazumi T, Fukuo K.
Asia Pac J Clin Nutr, 27（2）, 293-299（2018）（査読
有）
　腹部脂肪マーカーである体幹下肢脂肪比は，正
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常な体重でインスリン感受性の若年女性において
も，食後の高脂血症などが危険因子であった．
????????????????????????
???????????????????????
???
吉村知夏，北野睦三，南　文香，梶原克美，鞍田
三貴
New Diet Therapy, 34（1）, 83-86（2018）（査読無）
　食物・薬物アレルギーを認める TPLE（下咽頭
頸部食道全摘術）後の患者に成分栄養剤をアレル
ゲン除去粉ミルク，粘度調整食品を用いて半固形
化することで下痢・逆流の改善，投与時間の短縮，
栄養状態の維持が見られた 1 症例を報告した．
Higher Fasting and Postprandial Free Fatty Acid 
Levels Are Associated With Higher Muscle Insulin 
Resistance and
Lower Insulin Secretion in Young Non-Obese Women
Takeuchi M, Minato S, Kitaoka K, Tsuboi A, Kurata 
M, Kazumi T, Fukuo K.
Journal of Clinical Medicine Research, 10（11）, 822-
829（2018）（査読有）
　朝食後血糖値がゆっくりと空腹時血糖値に戻っ
た若年女性は，朝食後血糖値がより早く空腹時血
糖値に戻った若年女性よりも，空腹時および食後
の FFA 値と関連して筋肉のインスリン抵抗性や
グルコース刺激に対するインスリン分泌が低かっ
た．
?????????sHG?????
久我菜月，西本裕紀子，山下千春，武内海歌，麻
原明美，加嶋倫子，伊藤真緒，位田　忍，鞍田三
貴
New Diet Therapy 34（3）, 3-12 （2018）（査読有）
　sHG 妊婦の食事を標準化することを目的に，
最も食事が摂取できない状況時に sHG 妊婦が選
ぶ食事内容を検討した．
?????????????????
鞍田三貴
New Diet Therapy 34（3）, 71-76（2018）（査読無）
　癒着性イレウスによる高齢入院患者 1 症例を提
示した．高齢者の病態に反する薬剤処方，不十分
な口腔ケア，長期間にわたる遅れた対応など，日
常直面する多くの問題を有していた．栄養管理失
敗の原因は何であったのかを検証し NST の役割
を考えた．
Relationship between Food-Intake Trends and Esti-
mated Glomerular Filtration Rate in Elderly Pa-
tients with Type 2 Diabetes Mellitus
Fukuda, Y., Yamamoto, S., Taniguchi, Y., Marukawa, 
S., Kurihara, H., Nakajima, H., Yamasaki, T..
J Nutr Vitaminol., 64, 425-431 （2018）
　高齢 2 型糖尿病患者における食事療養状況の分
析を行い，野菜や果実類の摂取傾向が eGFR へ及
ぼす影響について検討した．緑黄色野菜や果実類
の摂取に依存性がみられた食事パターンは，
eGFR にそれぞれ正や負の方向で影響を及ぼす可
能性が示された．
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Molecularly imprinted polymer for glutathione by 
modified precipitation polymerization and its 
application to assays of glutathione in supplements. 
Nakamura, Y., Masumoto, S., Matsunaga, H. and 
Haginaka, J.
J. Pharm. Biomed. Anal., 144, 230-235 （2017）
　修正沈殿重合法によりグルタチオンに対する分
子インプリントポリーマーを調製し，サプリメン
ト中の選択的抽出に適用した．
Preparation of molecularly imprinted polymers for 
warfarin and coumachlor by multi-step swelling 
and polymerization method and their imprinting 
effects.
Nakamura, Y., Masumoto, S., Kubo, A., Matsunaga, H. 
and Haginaka, J.
J. Chromatogr. A, 1516, 71-78 （2017）
　多段階重合法によりワルファリンおよびクマク
ロルに対する分子インプリントポリマーを調製
し，その分子認識能を精査した．
??????????????????????
???????????????????????
??????????????????????
???????
山本義明，川井禎久，井上　亮，松本洋明，松山
豪泰，恒富亮一，硲　彰一，永野浩昭，藤田悠介，
浜本義彦，大鳥　徹，松山賢治，萩中　淳
西日泌尿，79, 142-146 （2017）
　腎細胞癌患者におけるアキシチニブの血中濃度
と治療効果の関連およびアキシチニブの薬物動態
解析に関して報告した．
Identification and characterization of functional 
antioxidant response elements in the promoter of 
the aldo-keto reductase AKR1B10 gene.
Toru Nishinaka, Takeshi Miura, Kahori Shimizu, 
Tomoyuki Terada,
Chem Biol Interact. 2017 Oct 1;276:160-166. doi: 
10.1016/j.cbi.2017.02.008. Epub 2017 Feb 20.
　糖代謝に関与する還元酵素 AKR1B10 の転写調
節機構を解析し，転写調節領域に antioxidant 
response element を見出し，それらのうち機能的
なものを実験的に見出した．
Inhibitory Effect of Fruit Juices on the Doxorubicin 
Metabolizing Activity of Carbonyl Reductase 1.
Miura T, Nagai K, Kaneshiro S, Taketomi A, 
Nakabayashi T, Konishi H, Nishinaka T, Terada T
Drug Metab Lett. 2017 Nov 17;11（1）:48-52. 
　ドキソルビシンなどのアントラサイクリン系抗
がん薬やロキソプロフェンの代謝酵素である
CBR1 が，フルーツジュースにより強力に阻害さ
れることを in vitro 系にて見出した．
Vasodilatory effect of nitroglycerin in Japanese 
subjects with different aldehyde dehydrogenase 2 
?ALDH2? genotypes.
Miura T, Nishinaka T, Terada T, Yonezawa K.
Chem Biol Interact. 2017 Oct 1;276:40-45. doi: 
10.1016/j.cbi.2017.03.012. Epub 2017 Mar 23.
　ニトログリセリンから NO を放出する酵素と考
えられていた ALDH2 に関して，遺伝性で機能的
に欠損をしている人と非欠損者においてニトログ
リセリンの薬効に差がないことを明らかにした．
Human carbonyl reductase 1 participating in 
intestinal first-pass drug metabolism is inhibited by 
fatty acids and acyl-CoAs.
Hara A, Endo S, Matsunaga T, El-Kabbani O, Miura T, 
Nishinaka T, Terada T.
Biochem Pharmacol. 2017 Aug 15;138:185-192. doi: 
10.1016/j.bcp.2017.04.023. Epub 2017 Apr 24.
　ドキソルビシンなどのアントラサイクリン系抗
がん薬やロキソプロフェンの代謝酵素である
CBR1 が，脂肪酸やアシル CoA によって強力に
阻害されることを見出した．
Effect of monoamine oxidase inhibitors on 
ischaemia/reperfusion-induced acute kidney injury 
in rats.
Tsutsui H, Shimokawa T, Miura T, Takama M, 
Nishinaka T, Terada T, Yamagata M, Yukimura T.
Eur J Pharmacol. 2017 Oct 12;818:38-42. doi: 
10.1016/j.ejphar.2017.10.021. ［Epub ahead of print］
　腎虚血再灌流障害において MAO 阻害薬がこれ
をさらに悪化させることから，MAO によるノル
アドレナリンの代謝が腎障害に対して保護的に機
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能していることを見出した．
??????????????????????
??? .
十万佐知子，
年報医事法学，32 巻，25-33， （2017）
　 2016 年ついに医薬分業率は 70％を超え，ほぼ
数字のうえでは完全分業を達成し，その分業の質
が問われる時代に突入する．医薬分業の中で患者
の安全のために行われるべき保険薬局から処方医
への疑義照会を取り上げ，その重要業務がいまだ
充分機能していないことを大規模なアンケート調
査結果をふまえて議論し，問題提起を行った．
????????????????????
十万佐知子，
病院，76 巻 7 号，538-543， （2017）
　保険薬局薬剤師による疑義照会は，医薬分業の
根本的な目的にかかわることであるにもかかわら
ず，スムーズに行われていない実態がある．薬剤
師法 24 条では，処方医に問い合わせて疑義を解
消する，と定められているが，それは実際にはす
べての現場で行うのは不可能である．医療機関側
の対応と薬局側の実態調査から法と実態の乖離を
詳らかにし，それに対して解決に向けた考察を
行った．
Natural compound bavachalcone promotes the 
differentiation of endothelial progenitor cells and 
neovascularization through the ROR?-erythropoietin-
AMPK axis. 
Shuang Ling, Rong-zhen Ni1,2, Yunyun Yuan1, Yan-qi 
Dang, Qian-mei Zhou, Shuang Liang, Fujiang Guo, 
Wei Feng, Yuanyuan Chen, Katsumi Ikeda, Yukio 
Yamori, Jin-Wen Xu. 
Oncotarget, 2017, Sep 16;8（49）:86188-86205.
　動脈硬化では循環している血管を再生する力を
もつ幹細胞（血管内皮 前駆細胞）が低下している
が，自然成分である bavachalcone には血管内皮 
前駆細胞発現を亢進することを明らかにした．
??????????????????????
??????????????????????
? 
尾濵直子，三浦　誠，友澤明徳，黄前尚樹，松岡
加世子，桒原晶子，山森元博，角山香織，栄田敏
之
日本病院薬剤師会雑誌，53（8）,993-997（2017） 
　高齢者における脂肪乳剤投与による臨床検査値
の変動の有無を調査し，肝機能が一過性に悪化す
る傾向にあり，高齢者への投与の際に注意を要す
ることを明らかとした．
??????????????????????
?????????????
河淵真治，藤田章洋，伊藤由佳子，桒原晶子，中
村　任，安井裕之，相引眞幸，栄田敏之
TDM 研究，34（4）,119-125（2017） 
　敗血症患者におけるアジスロマイシンの体内動
態に関する臨床及び基礎的検討を行い，敗血症患
者では，血液中だけでなく肺へも良好に移行する
ことを示した．
Bergamottin Promotes Adipocyte Differentiation 
and Inhibits Tumor Necrosis Factor- ? -induced 
Inflammatory Cytokines Induction in 3T3-L1 Cells.
Mizuno H, Hatano T, Taketomi A, Kawabata M, 
Nakabayashi T.
Yakugaku Zasshi. 2017;137: 775-781.
　ベルガモチンには小型脂肪細胞を増加させ，
Adiponectin 産生を促す成分が含まれていること
が分かった．また，TNF- α添加による I κ B α
の減少及び炎症性サイトカイン MCP-1 や IL-6 の
発現を抑制したことから，ベルガモチンは NF-
κB の活性化を阻害することにより，炎症誘発を
抑制する作用を持つ可能性が示唆された．
Hydrophilic interaction chromatography with a 
focus on the drug-phosphate interaction in drug 
screening to determine the phospholipidosis 
induction risk.
Haruka Okamoto, Ryohei Hamaguchi, Yukihiro 
Kuroda
J. Chromatogr. B, 1051, 33-40 （2017） 
　親水性相互作用クロマトグラフィーを用いた薬
物のリン脂質症誘発能予測法を検討した．薬物と
リン酸基とのイオン性相互作用の評価法を最適化
し，薬物とリン脂質間のイオン性相互作用および
疎水性相互作用をパラメータとすることで，リン
脂質症の誘発能が予測できる可能性を示した．
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Use of mycophenolate mofetil and a calcineurin 
inhibitor in allogeneic hematopoietic stem-cell 
transplantation from HLA-matched siblings or 
unrelated volunteer donors: Japanese multicenter 
phase II trials. 
Nakane T, Nakamae H, Yamaguchi T, Kurosawa S, 
Okamura A, Hidaka M, Fuji S, Kohno A, Saito T, 
Aoyama Y, Hatanaka K, Katayama Y, Yakushijin K, 
Matsui T, Yamamori M, Takami A, Hino M, Fukuda T., 
Int J Hematol., 105（4）,485-496 （2017）
　同種造血幹細胞移植の移植片対宿主病に対する
ミコフェノール酸モフェチの服用は，効果および
副作用の観点から有益であることを示唆した．
Copper-Catalyzed Intramolecular C–H Amination: 
A New Entry to Substituted Xanthine Derivatives.
Maki Shimizu, Noboru Hayama, Tetsutaro Kimachi 
and Kiyofumi Inamoto
Synthesis, 49, 4183-4190 （2017）
　銅触媒を用いた分子内 C–H アミノ化プロセス
を利用する，新規キサンチン骨格構築法を見出し
た．
Simultaneous Functionalization and Cyclization of 
2-Ethynylaniline Derivatives to Indoles.
Kou Hiroya, Shin Itoh, Kiyofumi Inamoto, Hiroki 
Shigehisa and Takao Sakamoto
Heterocycles, 95, 920-933 （2017）
　2-エチニルアニリンに対する，銅塩を用いた「環
化－官能基化プロセス」により，高度に官能基化
されたインドール化合物が収率よく得られること
を明らかにした．
18F-Labeled Pyrido[3,4-d]pyrimidine as an Effective 
Probe for Imaging of L858R Mutant Epidermal 
Growth Factor Receptor.
Hiroyuki Kimura, Haruka Okuda, Masumi Ishiguro, 
Kenji Arimitsu, Akira Makino, Ryuichi Nishii, Anna 
Miyazaki, Yusuke Yagi, Hiroyuki Watanabe, Ikuo 
Kawasaki and Hideo Saji
Med. Chem. Lett., 8, 418-422 （2017）
　新たに開発したピリドピリミジン骨格を有する
EGFR 阻害剤は，EGFR 変異型である L858R を強
力に阻害し，その 18F 標識体は L858R 担ガンマ
ウスにおける PET 撮像にて明確にガンを捉えた．
Antitumor Activities of Amphiphilic Lipopeptides 
Derived from TT-232 Somatostatin Analog and 
Their Insertion to Liposome.
Anna Miyazaki, Koushi Hidaka, Hiromi Yoshida, 
Yoshiyuki Mizushina and Yuko Tsuda
Peptide Science 2016, Proceedings of the 53rd 
Japanese Peptide Symposium, in press （2017）
　TT-232 ソマトスタチンアナログ由来の両親媒
性リポペプチドを開発し，そのうち非常に強力な
抗腫瘍効果を示すものをリポソーム上へと修飾す
ることで薬物動態の改善を図った．
Age-related changes to vascular protease-activated 
receptor 2 in metabolic syndrome: a relationship 
between oxidative stress, receptor expression, and 
endothelium-dependent vasodilation.
Maruyama, K., Kagota, S., McGuire, J.J., Wakuda, H., 
Yoshikawa, N., Nakamura, K., Shinozuka, K.
Can J Physiol Pharmacol., 95, 356-364 （2017）
　メタボリックシンドロームに曝されると PAR2
を介する動脈弛緩反応が減弱するが，その機序と
して酸化ストレスが関与することを示唆した．
Gestational high-salt intake causes cardiovascular 
dysfunctions in adulthood.
Kagota, S., Maruyama, K., Van Vliet, B.N., Shinozuka, K.
Heart Circ., 1, 007 （2017）
　母体の食塩過剰摂取により生じる仔の心血管機
能低下の発現には，胎児期が重要であること，授
乳期に摂取制限すると機能低下を防止できること
を示唆した．
Time-dependent differences in the influence of 
perivascular adipose tissue on vasomotor functions 
in metabolic syndrome.
Kagota, S., Iwata, S., Maruyama, K., McGuire, J.J., 
Shinozuka, K.
Metab Syndr Relat Disord., 15, 233-239 （2017）
　血管周囲脂肪組織は，メタボリックシンドロー
ム初期には動脈拡張能低下を代償的に補足してい
るが，長期になると機能破綻が生じることを見出
した．
Progression of time-dependent changes to the 
mechanisms of vasodilation by protease-activated 
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receptor 2 in metabolic syndrome.
Maruyama, K., McGuire, J.J., Kagota, S.
Biol Pharm Bull., 40, 2039-2044 （2017）
　メタボリックシンドロームにおける PAR2 を介
した動脈弛緩反応変化とその機序について，我々
の研究成果を中心に総説し，PAR2 の意義を考察
した．
?? 3? NR????????????????
久保　明，合田敏尚，志村二三夫，篠塚和正，青
江誠一郎，石見佳子，石原俊一，池田秀子，梅垣
敬三，脇　昌子
（日本臨床栄養協会編），第一出版，東京，299-
328  （2017）
　医師・栄養士・薬剤師・その他医療従事者およ
び健康食品の開発・販売者などサプリメントアド
バイザー認定試験受験者のための公認テキスト第
三版．
???????????????????? 2017 ?
??????????????????????
??????????
田中平三，門脇　孝，久代登志男，篠塚和正，山
田和彦，松本吉郎，尾﨑治夫，渡邉和久
 （日本医師会，日本薬剤師会，日本歯科医師会監
修），一般社団法人日本健康食品・サプリメント
情報センター，東京，監訳 （2017）
　 米 国 Natural Medicines Comprehensive Database
の日本語対応版．健康食品の有効性と安全性，医
薬品との相互作用，食品との相互作用をまとめた
データベース．
Effects of PM2.5 water-soluble components on 
degranulation of mast cell line 
Kataoka, H., Nakamura, T., Tazuya-Murayama, K., 
Yamashita, T., Nishikawa, J.,
J. Jpn. Soc. Atmos. Environ., 52, 12-18 （2017）
　PM2.5 の主な水溶性成分である硫酸アンモニウ
ムはマスト細胞株の脱顆粒の増強に影響し，その
影響に寄与したのはアンモニウムイオンであるこ
とを明らかにした．
Pharmacokinetics of Loxoprofen and Cefcapene 
following a Single Combined Dose in Healthy 
Volunteers before, during or Immediately after 
120-min Enteral Tube Feeding of 400 mL Ensure 
Liquid®
UEDA, M., HARADA, K., IKEDA, K., OHISHI, M., 
KITAMURA, M., UEDA, H.,  AZENISHI, K., 
INATSUKI, S., NIKI, K., OKAJIMA, C., TEMPAKU, 
M., FUKUDA, Y., YOSHIDA, S., HIRATA, K., SUNA, 
S., KATAOKA, K., KOGA, M. and UEJIMA, E.
Jap J Clin Pharmacol Ther, 48, 185-193 （2017）
　経腸栄養剤投与前，中，直後のロキソプロフェ
ンとセフカペンのバイオアベイラビリティを比
較した．３群間で有意な差は認められなかった．
???????????????
????????
片岡和三郎『医薬品情報学』（栄田敏之 , 橋詰勉編）
廣川書店，東京，91-108, 226-228（2017）
　医薬品の開発から製造販売承認申請に至る必要
な試験とそこから得られる情報が，医薬品の適正
使用に各種医薬品情報として活かされている事を
解説した．
Zinc and its transporter ZIP6 are key mediators of 
breast cancer cell survival under high glucose 
conditions.
Matsui, C., Takatani-Nakase, T., Hatano, Y., Kawahara, 
S., Nakase, I., Takahashi, K.
FEBS Lett. 591 3348-59 （2017）
　高濃度グルコース培養による乳がん細胞の低酸
素環境適応性は，亜鉛トランスポーター ZIP6 が
制御する細胞内亜鉛イオンの恒常性破綻が起因と
なることを明らかにした．
Potential roles of GLUT12 for glucose sensing and 
cellular migration in MCF-7 human breast cancer 
cells under high glucose conditions. 
Matsui, C., Takatani-Nakase, T., Maeda, S., Nakase, I., 
Takahashi, K. 
Anticancer Res. 37 6715-22 （2017）
　ヒト乳がん細胞 MCF-7 の細胞運動能はグル
コース濃度に依存し，細胞外グルコースの応答に
はグルコース輸送体 GLUT12 が必要であること
を明らかにした．
Cytosolic antibody delivery by lipid-sensitive 
endosomolytic peptides.
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Akishiba, M., Takeuchi, T., Kawaguchi, Y., Sakamoto, 
K., Yu, HH., Nakase, I., Takatani-Nakase, T., Madani, 
F., Gräslund, A., Futaki, S.
Nat Chem. 9, 751-61 （2017）
　改良型クモ毒由来の溶血ペプチドを利用して，
エンドサイトーシスを操り，細胞内へ抗体を効率
よく輸送する手段の開発に成功した．
Hydrogen  su l f ide  donor mice l l e s  pro tec t 
cardiomyocytes from ischemic cell death. 
Takatani-Nakase, T., Katayama, M., Matsui, C., 
Hanaoka, K., van der Vlies, AJ., Takahashi, K., 
Nakase, I., Hasegawa, U.
Mol Biosyst. 13 1705-08 （2017）
　硫化水素放出制御能を持つ高分子ミセルは心筋
細胞保護効果を示し，虚血性心疾患治療に有用で
ある可能性を示した．
Arginine-rich cell-penetrating peptide-modified 
exosomes for active macropinocytosis induction 
and efficient intracellular delivery.
Nakase, I., Noguchi, K., Aoki, A., Takatani-Nakase, T., 
Fujii, I., Futaki, S.
Sci Rep. 16, 1991 （2017）
　細胞内に抗がん剤を効率よく送達し，効果的に
抗がん活性を示せる細胞透過性アルギニンペプチ
ドを修飾したエクソソームを開発した．
Loosening of Lipid Packing Promotes Oligoargi-
nine Entry into Cells.
Murayama, T., Masuda, T., Afonin, S., Kawano, K., 
Takatani-Nakase, T., Ida, H., Takahashi, Y., Fukuma, 
T., Ulrich, AS., Futaki, S.
Angew Chem Int Ed Engl. 56, 7644-47 （2017）
　細胞膜透過性ペプチドの輸送効率は，曲率誘導
ペプチドの併用により，飛躍的に増大することを
明らかにした．
Gefitinib enhances mitochondrial biological 
functions in NSCLCs with EGFR mutations at a 
high cell density.
Takenaka, T., Katayama, M., Sugiyama, A., Hagiwara, 
M., Fujii, I., Takatani-Nakase, T., Kobayashi, S., 
Nakase, I.
Anticancer Res. 37 4779-88 （2017）
　ゲフィチニブは，非小細胞肺がんのミトコンド
リア機能を活性化するため，ドキソルビシンと併
用する場合，抗がん活性増大を妨げる可能性を示
した．
Anti-inflammatory effects of water extract from 
bell pepper ?Capsicum annuum L. var. grossum? 
leaves in vitro.
H a z e k a w a ,  M . ,  H i d e s h i m a ,  Y. ,  O n o ,  K . , 
Nishinakagawa, T.,  Kawakubo-Yasukochi, T., 
Takatani-Nakase, T., Nakashima, M. 
Exp Ther Med. 14, 4349-55 （2017）
　ピーマン水抽出物は，細胞毒性を示すことなく，
抗炎症活性を有することを，マウス脾臓細胞モデ
ルを用いて検証した．
Poly ?ADP-ribose? polymerase inhibitors activate 
p53 signaling pathways in neural stem/progenitor 
cells.
Okuda, A., Kurokawa, S., Takehashi, M., Maeda, A., 
Fukuda, K., Kubo, Y., Nogusa, H., Takatani-Nakase, 
T., Okuda, S., Ueda, K., Tanaka, S.
BMC Neurosci. 18, 14 （2017）
　神経幹細胞の増殖と維持にポリ（ADP- リボー
ス）合成酵素 -1 の活性化が必要で，その機序に
p53 シグナル経路の不活化が関与していることを
明らかにした．
??????????????????????
??????????????????????
中瀬朋夏
アルテミシニンおよび誘導体アルテスネイトに関
する論文和訳集 170-3 （2017）
　抗マラリア薬アルテミシニンは，優れた抗がん
活性を有しており，安全で有効性の高いがん治療
戦略の開発に有用であることを概説した．
GH directly stimulates UCP3 expression.
Hayashi M, Futawaka K, Matsushita M, Koyama R, 
Fun Y, Fukuda Y, Nushida A, Nezu S, Tagami T, 
Moriyama K. 
Growth Horm IGF Res. （in press）
　成長ホルモンは，直接的に骨格筋に作用し，
uncoupling protein-3 を組織特異的に発現亢進させ
ることを示した．これにより成長ホルモンは，
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IGF-1 依存性に代謝作用を発揮するばかりではな
くエネルギー代謝に直接関与し且つ抗肥満作用を
発揮することを分子メカニズムと共に示した．　
Cigarette smoke extract disrupts transcriptional 
activities mediated by thyroid hormones and its 
receptors. 
Hayashi M, Futawaka K, Matsushita M, Hatai M, 
Yoshikawa N, Nakamura K, Tagami T, Moriyama K. 
Biol. Pharm. Bull. （in press）. 
　喫煙行為が代謝に影響を及ぼすことは以前より
指摘されていた．今回，タールを除去したタバコ
の主流煙成分をリン酸緩衝生理食塩水に抽出した
タバコ煙水抽出液 （CSE）が，甲状腺ホルモンと
甲状腺ホルモン受容体（TR）への結合に関して相
加効果を発揮することを示し，生理機能にも影響
を及ぼし得る可能性を示唆した．
Effects of growth hormone on uncoupling protein 1 
in white adipose tissues in obese mice. 
Hayashi  M, Futawaka K,  Koyama R,  Fan Y, 
Matsushita M, Fukuda Y, Nushida A, Nezu S, Tagami 
T, Moriyama K. 
Growth Horm IGF Res. 2017. 37: 31-39. 
　臨床上，成長ホルモンが抗肥満効果を有してい
ることは以前から知られていた．その臨床効果は
uncoupling protein を発現亢進することで果たされ
ているというメカニズムを分子レベルで示した．
さらに成長ホルモンが，白色脂肪を褐色脂肪化す
ることでエネルギー代謝に深く関与していること
を示した．　
TRAF1 is critical for DMBA/solar UV-induced skin 
carcinogenesis. 
Yamamoto H, Ryu J, Min E, Oi N, Zykova T, Yu D H, 
Moriyama K, Bode A, Dong Z.
J Investigative Dermatology. 2017, 137（6）:1322-
1332.  
　紫外線による発がんの分子メカニズムを示し，
そのシグナル伝達の過程において TRAF1 が，き
わめて重要なシグナル伝達因子として機能してい
ることを示した．
?????????????????????
林麻利亜，田鶴谷（村山）惠子，野坂和人
ビタミン，91（1）, 38-47 （2017）
　古細菌におけるチアミン生合成関連酵素の生化
学的性質について総説した．チアミンのチアゾー
ル部は酵母型チアゾール合成酵素により合成さ
れ，ピリミジン部生合成経路は真正細菌や植物と
同様の経路であることを示唆した．また，ThiDN
タンパク質の ThiN 領域が，既知のチアミンリン
酸合成酵素 ThiE と全く同じ反応を触媒すること
を明らかにし，ThiL タンパク質がチアミンリン
酸キナーゼ活性を持つことを示した． 
Inf lammasome and Fas-mediated  IL-1 ? 
contributes  to  Th17/Th1 cel l  induct ion in 
pathogenic bacterial infection in vivo.
Uchiyama R, Yonehara S, Taniguchi S, Ishido S, Ishii 
KJ, Tsutsui H. 
J Immunol, 199（3）, 1122-1130 （2017）
　病原細菌の感染で，インフラマソームや Fas シ
グナル経路によって誘導される炎症（炎症性サイ
トカイン IL-1 β）が，宿主生体において新規ヘル
パー T 細胞（Th17/Th1，または pathogenic Th17 な
どとよばれる）を誘導することを見出した．
Effect of Helicobacter pylori infection on the link 
between GLP-1 expression and motility of the 
gastrointestinal tract.
Eda H, Fukui H, Uchiyama R, Kitayama Y, Hara K, 
Yang M, Kodani M, Tomita T, Oshima T, Watari J, 
Tsutsui H, Miwa H. 
PLoS One, 12（5）: e0177232 （2017）
　Helicobacter pylori 感染は胃炎・胃十二指腸潰瘍
などの発症要因であることが知られているが，小
腸や腸管などの消化管運動に対する影響は不明で
あった．本研究では，H. pylori 感染によって腸管
ホルモンの産生が誘導され，これが消化管運動を
減衰させるメカニズムを解明した．
Green synthesis of ?R?-terbutaline for recyclable 
catalytic asymmetric transfer hydrogenation in 
ionic liquids.
Uchimoto, H., Ikeda, M., Tanida, S., Ohhashi,K., 
Chihara, Y., Shigeta, T., Arimitsu, K., Yamashita, M., 
Nishide, K., Kawasaki, I.
Chem. Pharm. Bull. 65, 389-395 （2017）
　イオン液体と繰り返し実施可能な触媒的不斉水
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素移動型還元反応を用いることで，環境に調和し
た方法で，喘息治療薬のテルブタリンの活性本体
である（R）エナンチオマーを合成することに成功
した．
Development of new ligands for the recyclable 
catalytic asymmetric transfer hydrogenation in 
ionic liquid.
Uchimoto, H., Ikeda, M., Matsushita, A., Shigeta, T., 
Arimitsu, K., Yasui, H., Tsuji,  T.,  Ozeki, M., 
Yamashita, M., Nishide, K., Kawasaki, I.
Heterocycles, 94, 465-483 （2017）
　イオン液体中で繰り返し実施可能な触媒的不斉
水素移動型還元反応に用いることができる新規な
キラルリガンドを合成し，その反応性とリサイク
ル効率を検討した．また，反応後の Ru 残存量を
ICP-MS を用いて定量することで，それらの評価
を行った．
Novel and Practical Asymmetric Synthesis of ? 
2,3-Amino Esters Using Asymmetric Michael 
Addition of Chiral Amine.
Ozeki, M., Egawa, H., Takano, T., Mizutani, H., 
Yasuda, N., Arimitsu, K., Kajimoto, T., Hosoi, S., 
Iwasaki, H., Kojima, N., Node, M., Yamashita, M.
Tetrahedron, 73, 2014-2021 （2017）
　キラルアミンと三置換 -α,β- 不飽和エステル
との不斉 Michael 付加反応に関する論文．本反応
では Michael 付加で生じるエノラート中間体の面
選択的プロトン化が高立体選択的に進行し，二連
不斉炭素を有するβ- アミノエステル誘導体が得
られた．
??????C–H??????????????
?????????? C–H?????
繁田尭
ファルマシア，53，60 （2017）
　近年の有機化学研究に関する最新のトピックス
として，C-H 活性化反応の論文を解説した．該当
論文は触媒によって基質中に多数存在する C-H
結合の位置・立体選択性を制御しており，基質中
に配向基を用いない点が画期的であった．
Comparison of the Adsorption of Original and 
Biosimilar Preparations of Filgrastim on Infusion 
Sets  and the  Inhib i t ion  of  Adsorpt ion  by 
Polysorbate 80.
Tange M., Matsumoto A., Yoshida M., Kojima H., 
Haraguchi T., Uchida T., 
Chem. Pharm. Bull., 65（1）, 36-41 （2017）
　フィルグラスチム（先発・後発製剤）の輸液器具
への吸着は , 臨界ミセル濃度以上のポリソルベー
ト 80 存在下で抑制されることを明らかにした .
Taste-Masking Effect of Chlorogenic Acid ?CGA? 
on Bitter Drugs Evaluated by Taste Sensor and 
Surface Plasmon Resonance on the Basis of CGA-
Drug Interactions.
Shiraishi S., Haraguchi T., Nakamura S., Li Dahong., 
Kojima H., Yoshida M., Uchida T.,
Chem. Pharm. Bull., 65（2）, 127-133 （2017）
　味覚センサと表面プラズモン共鳴装置を駆使し
て，クロロゲン酸（CGA）による薬物の苦味抑制
に CGA と薬物の相互作用が関与することを明ら
かにした .
Suppression in Bitterness Intensity of Bitter Basic 
Drug by Chlorogenic Acid.
Shiraishi S., Haraguchi T., Nakamura S., Kojima H., 
Kawasaki I., Yoshida M., Uchida T.,
Chem. Pharm. Bull., 65（2）, 151-156 （2017）
　味覚センサ，ヒト官能試験，核磁気共鳴装置に
より，クロロゲン酸（CGA）による薬物の苦味抑
制に CGA のキナ酸構造が関与することを明らか
にした．
Effect of Self-healing Encapsulation on the Initial 
B u r s t  R e l e a s e  f ro m  P L G A M i c ro s p h e re s 
Containing a Long-Acting Prostacyclin Agonist, 
ONO-1301.
Hazekawa M., Kojima H., Haraguchi T., Yoshida M, 
Uchida T.,
Chem. Pharm. Bull., 65（7）, 653-659 （2017）
　ガラス転移温度で調製した自己修復型 PLGA
マイクロスフェアは，滑らかな表面構造を有し，
初期の過剰な薬物放出を抑制できることを見いだ
した．
Preparation and evaluation of physicochemical 
properties of Isosorbide gel composed of xanthan 
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gum, locust bean gum and agar for improving the 
patient?s adherence.
Kawano Y., Kiuchi H., Haraguchi T, Yoshida M., 
Uchida T., Hanawa T.,
International Journal of Medicine and Pharmacy, 5
（1）, 18-32 （2017）
　強い苦味を呈するイソソルビドを対象に，キサ
ンタンガム，ローカストビーンガム，アガーによ
るゲル製剤を調製し，物性と苦味抑制効果を評価
した．
??????????????????????
???????????
内田享弘
調剤と情報，23（2），8-13, （2017）
　高齢者の服薬困難時の対応スキームを作成し，
患者の嚥下能力および剤形的な視点から，口腔内
崩壊錠の利点について内外の論文内容を踏まえ検
証した．
????????????????????
原口珠実，内田享弘
PHARM STAGE, 17（6）, 33-36, （2017）
　患者のニーズに合わせたフレキシブルな形態，
性 質 を 有 す る 製 剤 と し て OFT （Oral Flexible 
Tablet） やミニタブレットに関する内外の文献を
紹介した．
???? 2?????????????????
????????
原口珠実
ファルマシア , 53（3）, 263, （2017）
　苦味を呈するジペプチドとカテキン 2 量体が複
合体を形成し，ジペプチドの苦味をマスキングす
るメカニズムを見出した Guo らの論文を紹介し
た．
Nitric oxide-releasing derivatives of brefeldin A as 
potent and highly selective anticancer agents.
Kangtao Tian, Fanxing Xu, Xiang Gao, Tong Han, Jia 
Li, Huaqi Pan, Linghe Zang, Dahong Li, Zhanlin Li, 
Takahiro Uchita, Ming Gao, Huiming Hua.
European Journal of Medicinal Chemistry 135 （2017） 
131-143
　本研究は，Brefeldin A の派生物が一酸化窒素の
釈放を促進し選択的な強力的な抗癌剤であること
を証明した．
Scutellarin derivatives as apoptosis inducers: 
Design, synthesis and biological evaluation.
Tong Han, Jia Li, Jingjing Xue, He Li, Fanxing Xu, 
Keguang Cheng, Dahong Li, Zhanlin Li, Ming Gao, 
Huiming Hua.
European Journal of Medicinal Chemistry 135 （2017） 
270-281
　本研究はアポトーシス誘導剤とするスクテラリ
ンの設計，合成及び生物学評価について論述した．
Evaluation of L-Citrulline on insulin resistance 
improvement and mechanisms.
Yoshie Yamagishi, Maki Momoo, Hisae Yoshitomi, 
Shiori Suguro and Ming Gao.
Functional Food Research Vol.13 2017 17-22.
　本研究は，メタボリックシンドローム病態モデ
ル動物である SHRSP.Z-Leprfa/IzmDm
　ラットおよびラット肝癌由来 H4IIE 細胞を用い
て，遊離アミノ酸の一種である L- シトルリンの
インスリン抵抗性改善効果を証明した．
Hypoglycemic effect of silychristin A from Silybum 
marianum fruit via protecting 
pancreatic islet b cells from oxidative damage and 
inhibiting a-glucosidase activity in vitro and in rats 
with type 1 diabetes.
Ningbo Qin, Xu Hu, Shengge Li, Jian Wang, Zhanlin 
Li, Dahong Li, Fanxing Xu, Ming Gao, Huiming Hua.
Journal of Functional Foods 38 （2017） 168–179.
　本研究は，Silybum marianum fruit 由来のシリク
リスチン A が a-glucosidase の活性を阻害し，酸
化ダメージから膵臓β細胞を保護される作用があ
ることを in vitro and in rats 両方で証明した．
Tangnaikang improves insulin resistance and ?
-cell apoptosis by ameliorating metabolic 
inflammation in SHR.Cg-Leprcp/NDmcr rats.
Li Linyi, Hisae Yoshitomi, Qin Lingling, Wu Xinli, 
Zhou Tian, Wang Haiyan, Jiang Yueying, Wei Ying, 
Xu Tunhai, LiuTonghua, Gao Ming.
J Tradit Chin Med 2017 June 15; 37（3）: 361-370
　本研究は SHR.Cg-Leprcp/NDmcr rats を用いて漢
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方処方である Tangnaikang のインスリン抵抗性，
β細胞アポトーシスの改善効果を証明した．
Cyclocarya paliurus extract activates insulin 
signaling via Sirtuin1 in C2C12 myotubes and
decreases blood glucose level in mice with impaired 
insulin secretion.
Hisae Yoshitomi, Rika Tsuru, Linyi Li, Jingxin Zhou, 
Maya Kudo, Tonghua Liu, Ming Gao.
PLOS ONE |  https:/ /doi.org/10.1371/journal.
pone.0183988 August 31, （2017）
　本研究は細胞モデルと病態動物モデルにおいて
薬用植物である青銭柳の抽出物がインスリンシグ
ナルを増強し，血糖値を低下させることを証明し
た．
Evaluation of the Effects and Mechanism of 
L-Citrulline on Anti-obesity by Appetite 
Suppression in Obese/Diabetic KK-Ay Mice and 
High-Fat Diet Fed SD Rats.
Maya Kudo, Hisae Yoshitomi, Maki Momoo, Shiori 
Suguro, Yoshie Yamagishi and Ming Gao.
Biol. Pharm. Bull. 40, （2017）524-530.
　本研究は動物モデルにおいて L- シトルリンの
抗肥満効果を証明し，さらにその作用メカニズム
を解明した．
Cyclocarya paliurus ?Batal.? Ijinskaja Aqueous 
Extract ?CPAE? Ameliorates Obesity by 
Improving Insulin Signaling in the Hypothalamus 
of a Metabolic Syndrome Rat Model.
Guangyuan Xu, Hisae Yoshitomi, Wen Sun, Xuan 
Guo, Lili Wu, Xiangyu Guo, Lingling Qin, Yixin Fan, 
Tunhai Xu, Tonghua Liu, and Ming Gao.
Evidence-Based Complementary and Alternative 
Medicine. Volume 2017, Article ID 4602153, 9 pages.
　本研究はメタボリックシンドローム動物モデル
を用いて薬用植物抽出物（CPAE）の抗肥満，イン
スリンシグナル増強作用を証明した．
??????????????????? Th2?
????????????????????
眞岡孝至，安井菜穂美，根岸裕子，池田克巳，天
海智博，食品・臨床栄養，e2017，1-9，2017.
　イムノバランスから分離した高分子画分の中
で，分子量 10,000 程度の水溶性多糖類画分にお
いて，ヘルパー T 細胞（Th）2 サイトカインの産
生抑制作用が認められ，この画分には，大豆細胞
壁の不溶性多糖を麹菌が低分子可溶化した醤油多
糖の類似物質と乳酸菌由来の多糖が含まれている
ことを明らかにした．
???????????????????
村田成範，木下健司
スタンダード薬学シリーズⅡ，東京化学同人，第
8 巻 107-112 （2017）
　遺伝子実験解析技術の解説と薬学部あるいは薬
剤師における遺伝子教育について論じた．
In vitro and in vivo cytotoxicity of troglitazone in 
pancreatic cancer.
Fujita M, Hasegawa A, Yamamori M, Okamura N.
J. Exp. Clin. Cancer Res., 36, 91 （2017）
　膵臓がん細胞において，PPAR γ刺激薬である
トログリタゾンが，in vitro において PPAR γ非
依存的な抗腫瘍効果を示し，in vivo においても
抗腫瘍効果を持つことを明らかにした．
Bile acid detoxifying enzymes limit susceptibility to 
liver fibrosis in female SHRSP5/Dmcr rats fed with 
a high-fat-cholesterol diet.
Yetti, H., Naito, H., Yuan, Y., Jia, X., Hayashi, Y., 
Tamada, H., Kitamori, K., Ikeda, K., Yamori, Y., 
Nakajima, T.　
PLoS One, 13, e0192863 （2018）
　NASH モデルである SHRSP5/Dmcr 雌に高脂肪
康コレステロール食を負荷したところ肝臓障害の
発症は SHRSP5/Dmc 雄と比較して軽微であった．
これには核内レセプターである CAR，PXR の恒
常的発現と第 II 相抱合代謝酵素である UGT，
SULT の恒常的発現が関与していることが示唆さ
れた．
Reduction of Membrane Protein CRIM1 Decreases 
E-Cadherin and Increases Claudin-1 and MMPs, 
Enhancing the Migration and Invasion of Renal 
Carcinoma Cells
Ogasawara, N., Kudo, T., Sato, M., Kawasaki, Y., 
Yonezawa, S., Takahashi, S., Miyagi, Y., Natori, Y. and 
Sugiyama, A.
D11349_71003227_抄録.indd   28 2019/04/08   10:31:47
－29－
本学教員の他学術雑誌掲載論文抄録
Biol. Pharm. Bull., 41, 604-611 （2018）
Invasion-inhibiting effects of gaseous components 
in cigarette smoke on mouse rectal carcinoma 
colon-26 cells.
Hatai, M., Yoshikawa, N., Kinoshita, E., Horiyama, S., 
Kagota, S., Shinozuka, K. and Nakamura, K.
In Vivo, 32, 493-497 （2018）
　タバコ煙水抽出物には , Colon-26 マウス大腸が
ん細胞の経脾肝転移を抑制する効果が認められ，
その有効成分としてメチルビニルケトンが示唆さ
れた．
Effects of medium molecular weight heparinyl 
arginine on scorpion venom-induced pulmonary 
edema in rats.
Takeda, S., Toda, T. and Nakamura, K. 
In Vivo, 32, 537-539 （2018）
　中分子量ヘパリンのアルギニン誘導体は，血管
透過性を低下させることによりサソリ毒誘発ラッ
トの急性肺水腫を有意に抑制することを示した．
Royal jelly increases peripheral circulation by 
inducing vasorelaxation through nitric oxide 
production under healthy conditions.
Liang, Y., Kagota, S., Maruyama, K., Oonishi, Y., 
Miyauchi-Wakuda, S., Ito, Y., Yamada, S., Shinozuka, 
K.
Biomed Pharmacother., 106, 1210-1219 （2018）
　ローヤルゼリーをラットに経口投与すると，一
酸化窒素産生を介する血管拡張作用により，末梢
血液循環が一過性に促進されることを見出した．
MicroRNA-101 inhibits the expression of Rhes, a 
striatal-enriched small G-protein, at the post-
transcriptional level in vitro.
Mizuno, H., Taketomi, A.
BMC Res. Notes, 11, 528 （2018）
　microRNA-101 が線条体特異的タンパク質であ
る Rhes の発現を抑制することを示した．
Potentially Beneficial Effects of St. John's Wort 
?Hypericum perforatum? in Patients  with 
Metabolic Syndrome.
Mizuno, H., Taketomi, A., Nakabayashi, T. 
OBM Integrative and Complementary Medicine, 3, 
021 （2018）
　メタボリックシンドロームに対するセント
ジョーンズワートの効果について解説した．
??????????????????????
? B1??????? .
野坂和人，内山良介
ビタミン，92 （5, 6）, 128-130 （2018）
　ライム病の病原体であるスピロヘータ Borrelia 
burgdorferi が，ビタミン B1 を除いてもその増殖
や生存が全く影響を受けず，ビタミン B1 に依存
しない代謝系を進化させていることを紹介した．
Solubility improvement of Benexate through salt 
formation using artificial sweetener.
Dwichandra, P., Umeda, D., Fujita, E., Haraguchi, T., 
Uchida, T., Yonemochi, E., Uekusa, H.
Pharmaceutics, 10, 64 （2018）
　ベネキサート塩酸塩をサッカリンまたはシクラ
マートと結晶化することにより，吸湿性のない安
定した複合塩結晶を形成できることを見出した．
The utility of the artificial taste sensor in evaluating 
the bitterness of drugs: correlation with responses 
of human TASTE2 receptors ?hTAS2Rs?.
Haraguchi, T., Uchida, T., Yoshida, M., Kojima, H., 
Habara, M., Ikezaki, H.
Chem. Pharm. Bull., 66, 71-77 （2018）
　ヒト苦味受容体（hTAS2Rs）のリガンドとして知
られている薬物を対象とし，各受容体サブタイプ
への応答と味覚センサへの応答の相関性を評価し
た．
??????????????????
原口珠実，小島穂菜美，吉田　都，内田享弘
S&T 出版，第 4 章，第 2 節 （2018）
医薬品開発の各段階において味覚センサを活用す
ることで製剤自身の苦味や経口投与後の飲食物併
用時の苦味抑制予測が可能であることを明らかに
した．
???????????????????
内田享弘，吉田　都
薬学テキストシリーズ「物理薬剤学・製剤学（寺田
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勝英・内田享弘編），朝倉書店，東京，24-56 （2018）
　薬物と製剤材料の物性に関する基本的事項であ
る「界面の性質」や「分散系・レオロジー」，ならび
に「製剤材料としての高分子」について解説した．
Role of  6-O-?-maltosyl-?-cyclodextrin in 
lysosomal cholesterol deprivation in Npc1-deficient 
Chinese hamster ovary cells. 
Okada, Y., Ueda, E., Kondo, Y., Ishitsuka, Y., Irie, T., 
Higashi, T., Motoyama, K., Arima, H., Matuso, M., 
Higaki, K., Ohno, K., Nishikawa, J., Ichikawa, A. 
Carbohydr. Res., 455, 54-61 （2018）
　6-O-α-maltosyl-β-cyclodextrin は，Npc1 遺伝子
欠損細胞のリソソームに取り込まれ，リソソーム
に蓄積したコレステロールを低下させる効果を示
した．
????? -????????????????
?????????????? ???????
?? C????????
岡田安代，市川　厚
メディカル・サイエンス・ダイジェスト , 44, 754-
757 （2018）
　マルトシル - βシクロデキストリンは，Npc1
遺伝子欠損の細胞やマウスのコレステロール代謝
を改善し，NPC 様作用を有することが確認され
た．
??????
桒原晶子，片岡和三郎
『グラフィックガイド薬剤師の技能 第二版』（髙
田充隆責任編集），京都廣川書店，91-98 （2018）
　薬学教育モデル・コアカリキュラム平成 25 年
度改訂版に対応した臨床準備教育に利用される書
籍のなかで，持参薬監査の理論・手技を概説した．
Application of near-infrared spectrometry to 
evaluate the mechanism of wet granulation using a 
high-speed mixer with porous calcium silicate and 
sugar alcohols.
Hirai, N., Takatani-Nakase, T., Takahashi, K. 
Chem. Pharm. Bull., 66, 1027-34 （2018）
　多孔性ケイ酸カルシウムと糖アルコールを用
い，高速撹拌造粒機を用いた湿式造粒法による顆
粒形成のメカニズムを近赤外分光計により測定
し，これらの水素結合が重要であることを明らか
にした．
Zinc transporters and the progression of breast 
cancers ?Current Topics?.
Takatani-Nakase, T.
Biol. Pharm. Bull., 41, 1517-22 （2018）
　亜鉛生物学研究のトレンドと著者らの乳がんに
おける亜鉛トランスポーターの最新の研究成果に
ついて，概説した．
High-glucose conditions promote anchorage-
independent colony growth in human breast cancer 
MCF-7 cells.
Matsui, C., Takatani-Nakase, T., Maeda, S., Takahashi, 
K.
Biol. Pharm. Bull., 41, 1379-83 （2018）
　高濃度グルコース環境において，ヒト乳がん細
胞 MCF-7 の腫瘍形成能は著しく促進することを
明らかにした．
??????????????????????
??
中瀬朋夏，松井千紘，髙橋幸一
ファルマシア , 54, 670-674 （2018）
　乳がんにおける亜鉛トランスポーターの機能と
その重要性について，著者らの研究成果をもとに，
説明した．
The Effects of Morinda citrifolia ?Noni? Fruit 
Juice on the Prevention of Stroke by Promoting 
Production of Nitric Oxide through the Brain of the 
Spontaneously Hypertensive Stroke Prone 
?SHRSP? Rats. 
Kudo, M., Yoshitomi, H., Nishigaki, T. and Gao, M.
Journal of Nutritional Therapeutics, 7, 1-12 （2018）
　本研究は脳卒中易発症高血圧自然発症動物モデ
ルである SHRSP ラットを用いてノニ果実ジュー
スの脳卒中発症予防効果を証明した．また，その
作用メカニズムについてはノニ果実の脳組織中
NO 産生促進に関与すると認められた．
Asiatic acid promotes liver fatty acid metabolism in 
diabetic models.
Xu, G., Sun, W., Guo, X., Wu, L., Hou, Y., Ma, X., 
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Qin, L., Gao, M., Liu, T.
Int. J. Clin. Exp. Med., 11, 11837-11845 （2018）
　本研究は動物モデルと細胞モデルを用いて
Asiatic acid（AA）の肝臓において脂肪酸合成抑制
と酸化促進を通して脂肪酸代謝改善作用を証明し
た．
Novel hybrids of brefeldin A and nitrogen mustards 
with improved antiproliferative selectivity: Design, 
synthesis and antitumor biological evaluation. 
Han, T., Tian, K., Pan, H., Liu, Y., Xu, F., Li, Z., 
Uchita, T., Gao, M., Hua, H., Li, D.
Eur. J. Med. Chem., 150, 53-63 （2018）
　本研究は多種培養がん細胞を利用して Brefeldin 
A のサブタイプ（11ac, 12ac and 13ac）の構造変化に
より抗がん効果と毒性について調べた結果，11ac
の抗ガン作用は選択性が高く，毒性が少ないこと
がわかった．
Trans-cinnamaldehyde promotes nitric oxide 
r e l e a s e  v i a  t h e  p r o t e i n k i n a s e - B /
v - A k t m u r i n e t h y m o m a v i r a l o n c o g e n e -
endothelialnitric oxide synthase pathway to 
alleviate hypertension in SHR. Cg-Leprcp/
NDmcrrats.
Zhang, L., Wu, L., Liu, X., Yoshitomi, H., Ikeda, K., 
Negishi, H., Pan, Y., Sun, W., Qin, L., Li, Juan-E., Xu, 
T., Liu, T., Gao, M.
J. Tradit. Chin. Med., 38, 548-555 （2018）
　本研究はメタボリックシンドローム動物モデル
ラ ッ ト を 用 い て 生 薬 成 分 で あ る Trans-
cinnamaldehyde （tCA）は NO 産生促進により血圧
上昇抑制効果を発揮することを証明した．
Silibinin decreases hepatic glucose production 
through the activation of gut–brain–liver axis in 
diabetic rats. 
Xu, F., Yang, J., Negishi, H., Sun, Y., Li, D., Zhang, X., 
Hayashi, T., Gao, M., Ikeda, K. and Ikejima, T.
Food Funct., 9, 4926-4935 （2018）
　本研究は糖尿病モデルラットにおいて Silibinin
が胃腸－脳－肝軸を活性化することにより肝臓の
糖新生を抑制することを証明した．
Pharmacogenetics-based area-under-curve model 
can predict efficacy and adverse events from 
axitinib in individual patients with advanced renal 
cell carcinoma 
Yamamoto, Y., Tsunedomi, R., Fujita, Y., Otori, T., 
Ohba, M., Kawai, Y., Haginaka, J., Hamamoto, Y., 
Matsuyama, K.,  Hazama, S.,  Nagano, H. and 
Matsuyama, H.
Oncotarget, 9, 17160-17170 （2018）
　薬理遺伝学に基づく曲線下面積モデルで，進行
性転移性腎細胞癌患者に対するアキシチニブの有
効性および有害事象を予測でることを明らかにし
た．
日本臨牀領域別症候群シリーズ No.1  内分泌症候
群（第 3 版）  I 視床下部・下垂体 .　―その他の内
分泌疾患を含めて―　（4）下垂体結石症 . 
森山賢治 , 二若久美 , 林　美沙 . 225-230 （2018）
　下垂体疾患において石灰沈着を来すものを列挙
し，臨床上の診断，治療について解説した．
Cigarette Smoke Extract Disrupts Transcriptional 
Activities Mediated by Thyroid Hormones and Its 
Receptors. 
Hayashi, M., Futawaka, K., Matsushita, M., Hatai, M., 
Yoshikawa, N., Nakamura, K., Tagami, T., Moriyama, 
K.
Biol. Pharm. Bull., 41, 383-393 （2018）
　タールを除去したタバコの主流煙成分をリン酸
緩衝生理食塩水に抽出したタバコ煙水抽出液 
（CSE）が，甲状腺ホルモンと甲状腺ホルモン受容
体（TR）への結合に関して相加効果を発揮するこ
とを示し，生理機能にも影響を及ぼすことを示唆
する所見を示した．
GH directly stimulates UCP3 expression. Growth 
Horm. 
Hayashi, M., Futawaka, K., Matsushita, M., Koyama, 
R., Fun, Y., Fukuda, Y., Nushida, A., Nezu, S., Tagami, 
T., Moriyama, K.
IGF Res., 40, 44-54 （2018）
　臨床上，成長ホルモンが抗肥満効果を有してい
ることは以前から知られていた．その臨床効果は
uncoupling protein を発現亢進することで果たされて
いるというメカニズムを分子レベルで示した．さ
らに成長ホルモンが骨格筋細胞の UCP3 を介して
エネルギー代謝に深く関与していることを示した．
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Pharmacokinetics of intravenous mycophenolate 
mofetil in allogeneic hematopoietic stem cell-
transplanted Japanese patients. 
Kurata, K., Yakushijin, K., Okamura, A., Yamamori, 
M., Ichikawa, H., Sakai, R., Mizutani, Y., Kakiuchi, S., 
Miyata, Y., Kitao, A., Kawamoto, S., Matsuoka, H., 
Murayama, T., Minami, H. 
Cancer Chemother Pharmacol., 81, 839-846 （2018）
　同種造血幹細胞移植患者の移植片対宿主病に対
する静注用ミコフェノール酸モフェチの有用性を
検討した結果，静注用製剤では経口製剤より高い
血中濃度を維持できることが確認できた．また安
全かつ効果的に使用できることが示された．
A Facile and Convenient Synthesis of Trisubstituted 
?E?-  ?,?-Unsaturated Esters by Tandem 
Acetylation-E1cB Reaction.
Ozeki, M., Hachino, A., Shigeta, T., Niki, A., 
Kobayashi, N., Mizutani, H., Nakamura, A., Horie, A., 
Arimitsu, K., Kajimoto, T., Hosoi, S., Iwasaki, H., 
Kojima, N., Yamashita, M., Kawasaki, I.
Chem. Pharm. Bull., 67, 71-74 （2019）
　三置換（E）-α, β- 不飽和エステルの立体選択
的な合成の改良合成法の開発に関する論文．本合
成法は，アルドール反応で得られたβ - ヒドロキ
シエステルの水酸基の活性化と続く E1CB 脱離反
応を tandem で行うことで，より短工程かつ簡便
に多様な三置換（E）- α , β - 不飽和エステルを高
収率，高選択的に合成出来る実用性の高い合成法
を見出した．
???????????? 2?
川崎郁勇 , 森川敏生 , 田邉元三 . 
京都廣川書店 , 東京 , （2018）
　電磁波分析法，質量分析法，種々のスペクトル
を用いる構造解析について，原理・構造とスペク
トルの関係や解析の実際について解説した．
Construction of Cyclic Ether-Fused Tricyclic 
Naphthoquinone Derivatives by?Intramolecular 
Cyclization Reaction
Ogata, T., Kimachi, T.
Heterocycles, 97, 107-140 （2018）
　生理活性をもつナフトキノン誘導体のうち，環
状エーテルを有する誘導体の合成法を網羅的に解
析し，分類した．様々なナフトキノン誘導体合成
の開発用データベースの構築を行った総説文であ
る．
Mechanistic Insight into Asymmetric Hetero-
Michael Addition of ?, ?-Unsaturated Carboxylic 
Acids Catalyzed by Multifunctional Thioureas
Hayama, N., Kuramoto, R., Földes, T., Nishibayashi, 
K., Kobayashi, Y., Pápai, I., Takemoto, Y.
J. Am. Chem. Soc., 140, 12216-12225 （2018）
　チオ尿素触媒によるα，β- 不飽和カルボン酸
への不斉共役付加反応の反応機構を明らかとし，
反応の最適化に成功した．
PET Probe Detecting Non-Small Cell Lung Cancer 
Susceptible to Epidermal Growth Factor Receptor 
Tyrosine Kinase Inhibitor Therapy
Makino, A., Miyazaki, A., Tomoike, A., Ono, M., 
Kimura, H., Arimitsu, K., Hirata, M., Ohmomo, Y., 
Nishii, R., Okazawa, H., Kiyono, Y., Saji, H.
Bioorg. Med. Chem., 26, 1609-1613 （2018）
　非小細胞性肺ガン患者における PET プローブ
の開発．チエノピリミジン骨格を有する EGFR 阻
害剤の［18F］FTP2 は，EGFR 変異型である L858R 
を発現した担ガンマウスに対してのみ，確実にガ
ンを捉えた．
Allergy-preventive Effects of Linarinic Acid and Its 
Tetrahydropyrrolo[2,1-b]quinazoline Derivatives 
Isolated from Linaria vulgaris 
Ma, C., Higashi, N., Ishiguro, K., Zhao, Y., Zhang, L., 
Zhao, C., Cheng, M. and Oku, H.
J. Nat. Med., 72, 582-587 （2018）
　Linaria vulgaris から単離したキナゾリンアルカ
ロイドの linarinic acid と関連誘導体のアレルギー
発症予防効果について評価した．
MicroRNA-101 inhibits the expression of Rhes, a 
striatal-enriched small G-protein, at the post-
transcriptional level in vitro.
Mizuno H., Taketomi A.,
BMC Res. Notes, 11（1）:528 （2018）
　microRNA-101 が線条体特異的タンパク質であ
る Rhes の発現を抑制することを示した．
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Potentially Beneficial Effects of St. John's Wort 
?Hypericum perforatum? in Patients  with 
Metabolic Syndrome.
Mizuno H., Taketomi A., Nakabayashi T., 
OBM Integrative and Complementary Medicine, 3
（3）:021 （2018）
　メタボリックシンドロームに対するセント
ジョーンズワートの効果について解説した．
Royal jelly increases peripheral circulation by 
inducing vasorelaxation through nitric oxide 
production under healthy conditions.
Liang, Y., Kagota, S., Maruyama, K., Oonishi, Y., 
Miyauchi-Wakuda, S., Ito, Y., Yamada, S., Shinozuka, 
K.
Biomed Pharmacother., 106, 1210-1219 （2018）
　ローヤルゼリーをラットに経口投与すると，一
酸化窒素産生を介する血管拡張作用により，末梢
血液循環が一過性に促進されることを見出した．
Invasion-inhibiting effects of gaseous components 
in cigarette smoke on mouse rectal carcinoma 
colon-26 cells.
Hatai, M., Yoshikawa, N., Kinoshita, E., Horiyama, S., 
Kagota, S., Shinozuka, K. and Nakamura, K.,
In Vivo, 32 （3）: 493-497 （2018） 
　タバコ煙水抽出物には，Colon-26 マウス大腸が
ん細胞の経脾肝転移を抑制する効果が認められ，
その有効成分としてメチルビニルケトンが示唆さ
れた．
Effects of medium molecular weight heparinyl 
arginine on scorpion venom-induced pulmonary 
edema in rats.
Takeda, S., Toda, T. and Nakamura, K., 
In Vivo, 32 （3）: 537-539 （2018）
　中分子量ヘパリンのアルギニン誘導体は，血管
透過性を低下させることによりサソリ毒誘発ラッ
トの急性肺水腫を有意に抑制することを示した．
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武庫川女子大学紀要投稿細則
平成 26 年 6 月 5 日　紀要検討委員会決定
Ⅰ　総　則
1 ．投稿資格　 　本紀要に投稿できるものは，委嘱を含む本学専任の教授，准教授，講師，助教，助手，
助手補，および副手とする．上記以外からの寄稿掲載は本委員会の審査の結果による．
ただし，本学専任講師以上との共同研究者を含むことはさしつかえない．
2 ．原稿内容　 　学術的研究領域における原著論文とする．ただし，価値ある調査報告および研究資料
はこの限りではない．また，抄録（和文）もあわせて巻末に掲載する．
3 ．著 作 権　 　掲載された論文の著作権は武庫川女子大学に帰属する．
4 ．用　　語　　日本語または英語とする．
5 ．編　　集
　　　　　　　ａ） 形態　　　人文・社会科学編および自然科学編として編集する．
　　　　　　　ｂ）  書式　　　人文・社会科学編は横書きを原則とし，紀要委員会が必要と認める場合
には縦書きも可とする．横書きは横一段として，縦書きは上下二段として組む．また，
自然科学編はすべて横書き，横二段として組む．
6 ．投　　稿　 　原稿はこの細則に従って，作成しなければならない．これに従っていない原稿は作成
のし直しを著者に求めることがある．投稿にあたっては，正副原稿（コピーでも可）各一
部を提出することとする．なお，写真はコピーとしないこと．原稿は，一編につき，刷
り上がり 9 頁以内とする．
7 ．審　　査　 　紀要委員会は 1 投稿論文につき，原則 2 名の査読者に審査を依頼する．査読者は論
文の総合評価について，掲載の可否の判断及び審査意見を付する．論文の採否は査読者
の評価を参考に紀要委員会が決定する．
8 ．そ の 他
　　　　　　　ａ）提出期限を過ぎた原稿は，その理由を問わず，これを受理しない．
　　　　　　　ｂ） 著者の校正は原則として 2 校までとする．校正に際しては，印刷上の誤り以外の字
句の訂正，挿入，および削除は，原則として認めない．
　　　　　　　ｃ） 別刷りは 50 部とする．これを超過する場合は研究費負担とする．
　　　　　　　ｄ） その他の必要事項は本委員会が定める．
　　　　　　　ｅ） この細則の改正は学部長会構成員，図書館長および紀要委員長からなる紀要検討委
員会の議を経たうえ，学長がこれを定める．
　　　　　　　ｆ） 紀要検討委員会の開催は，紀要委員長が発議し，学長がこれを招集する．
Ⅱ　原　稿
1 ．原　　稿
1） 原稿は原則として写植方式で作成する．すなわち，原稿の 1 枚がそのまま刷り上がりの 1 頁とな
るよう，図や表，写真なども，著者自身がアレンジして，原稿の中に組み込みいれておく．
2）提出原稿は A 4 判で作成する．
3） 将来の完全写植式への経過処置として，当面は図や表の入るべき所を白抜きとし，図，表を別に添
付して提出することを認める．
4）原稿の第 1 頁は次の順に従って作成する．
i） まず，表題（表題は正確，かつ簡潔に論文内容を表すものであること．また，副題は行を改めて
書くこと），著者名（さらに行を改めて中央に書くこと），所属（学部，学科を，さらに行を改めて
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中央に書く）の順に書く．
ii） 和文原稿の場合，原則として，表題，著者名，所属は欧文を添える．
iii） 次に欧文要旨（200 語前後）を置き，次に，論文の原稿受付日，受理日を欧文で記載し，以下本文
を続ける．
iv） ただし，人文・社会科学編においては，欧文の表題・著者名・所属および欧文要旨は別紙（A4 判）
に作成し，本文の後ろに添える．
5）緒言，方法，結果，考察，謝辞及び文献などの大見出しは 2  行取りとする．
6）原稿はワープロを用いて以下の要領で打つ．
i）和文原稿では　　人文・社会科学編の場合　　　　　　 1 頁 46 字× 45 行　 1 段
　　　　　　　　　ただし，縦書きが認められた場合　　 1 頁 32 字× 31 行　 2 段
　　　　　　　　　自然科学編の場合　　　　　　　　　 1 頁 22 字× 45 行　 2 段
ii） 欧文原稿では　　人文・社会科学編の場合　　　　　　 1 頁 96 字前後× 45 行　 1 段
　　　　　　　　　自然科学編の場合　　　　　　　　　 1 頁 46 字前後× 45 行　 2 段
7） 和文原稿の場合，文章は原則として簡潔にし，常用漢字，ひらがな，新かなづかいを用いること，
外国語音訳，生物の和名等はカタカナを用い，外国人名，生物学名などは原綴りを用いる．
8） 脚注は，関係する本文中の語の右肩に＊，＊＊などをつけ，その頁の下に横線を引き，その下側
に挿入すること．行間は 1 スペースとする．
9）活字書体の指定は別添資料に従うこと．
2 ．図・表・写真
1）同じデータを図と表の両者で示すことは許されない．
2） 図，表およびそれらのタイトルならびにその説明文は，和文原稿においても，原則として欧文で書
くこと．
3） 写真は図として取り扱い，図（写真），表にはそれぞれ番号（Fig.1，Fig.2，Table 1，Table 2 など）と
見出しを記入すること．
4） 図の番号（Fig.1，Fig.2 など）および見出しは図の下方に，表の番号および見出しは表の上に記入す
ること．
5）式は，原則としてワープロを用いて印書すること．
6）図や表，写真など別添原稿にして提出する場合．
i）原稿（写真の場合台紙）は本文と同じく A4 に合わせること．
ii） 図は，印刷に直接使用できるよう，白紙又は青色方眼紙に墨書きとし，文字を活字で入れる場合は，
鉛筆書きで記入すること．
iii） 原図は 1 ／ 2 に縮尺されることを考慮して作図すること．なお他の縮尺を希望する場合はその仕
様を朱書きで明示すること．
7）写真は鮮明なるものとし，必ず台紙（A 4 ）に貼ること．
8）写真，図等を台紙に貼る時は，製版上必要な場合に簡単に剥がれるよう配慮すること．
9） 写真中の文字などは写真の上に薄紙をかけ，指定する位置，文字などを青鉛筆（または青インク）で
明示し，委員にその旨伝えること．
3 ．参考文献
1）雑誌および単行本の引用の仕方
i）本文中の各引用箇所には語句の右肩に 1），2）…の引用番号を付けること．
ii） 文献はこの引用番号の順に，論文末尾に一括すること．
iii） 参考（引用）文献の記入は次の順に従うこと．
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⒜　雑誌の場合
1 ．著者名，2 ．誌名（欧文誌名はイタリック），3 巻（和欧ともゴシック）（号），4 ．ページ（始
め－終わり）， 5 ．発行年次
なお，号と発行年次には（　）をつける．
［例］3） Mukogawa, H., Nishinomiya, S. and Mukogawa, T., J. Biochem., 57, 456-461（1994）
　　 8）武庫川花子，武庫川太郎，栄養誌，40，1213-1215（1993）
⒝　単行本の場合
1 ．著者名， 2 ．書名（欧文書名はイタリック）， 3 ．発行所と発行場所（初版の場合は，第　
版は記さない）， 4 ．ページ（始め－終わり）， 5 ．発行年次（　）をつける．
［例］12） Epstein, E., Mineral Nutrition of Plant, John Wiley and Sons. Inc., New York, pp.187-205
（1986）
15） Geddes, R., in The Polysaccharides, ed. by Aspinall, G.O., Academic Press, London, vol. 3, 
pp.283-336（1985）
17）小林　悟，実験医学，共立出版，東京，vol. 1，pp.51-63（1987）
23）仁田　勇，X 線結晶，仁田　勇ら編，朝倉書店，東京，第 2 版．pp.937-954（1980）
2）文献には原則として，論文タイトルは付けないが，必要な場合はこの限りではない．
3）書物の書名は二重カギカッコを，論文タイトルは一重カギカッコをつけてもよい．
4） 自然科学編の投稿論文では，「ibid」や「同上」の省略形は用いず，所載誌（書）名を繰り返し記載する
こと．ただし，人文・社会科学編はこの限りではない．
［例］ 1） ヴァルデンフェルス，H.，（松山康国・川村永子訳）『絶対無』，法蔵館，京都，
pp.85-88（1986）
2）同上，p.121（1986）
3） 高橋　進「老・荘における自然」日本倫理学会・金子武蔵編『自然倫理学的考察』以文
社，東京，pp.104-106（1979）
4）中村　元『原始仏教の思想　上』（中村　元選集第 13 巻），春秋社，東京，pp.254-
260（1970）
5）前掲 1），pp.225-241（1986）
4 ．その他
1）本文原稿の各頁の下，中央部に，下記の要領で頁数（仮）を書き入れること．
　例）5 ／ 8（ 8 頁の原稿の 5 頁目）
2）細則によることが著しく困難である場合は，著者の所属する学会の方式に従っても差し支えない．
3） 原稿は正本一部，副本二部に USB メモリーまたは CD を添え，必要事項を記入した投稿申込書と
ともに提出する．
D11349_71003227_投稿細則.indd   36 2019/04/08   10:46:53
－37－
活字指定一覧表
和　文　論　文 欧　文　論　文
主　　　　題
副　　　　題
著　者　名
大　見　出（緒言など）
小　見　出
本文
本文中の欧語，数字
本文右肩へ添付の引用番号
本文 1，3-5）
受理年月日脚注題見出
文　献　欄
欧　文　項
　　主題
　　副題
　　著者名
　　本文（要約文）
図表の表題
16  P　並体（明朝）
14  P　並体
12  P　並体
12  P　太字体（ゴチック）
10.5  P　太字体
10  P　並体
10  P　Century
06  P　並体
08  P　並体
09  P　並体
　（欧文）
16  P　Cent. 頭のみ  Cap.
14  P　Cent. 頭のみ  Cap.
12  P　Cent. 頭のみ  Cap.
10.5  P　Cent.  Boldface
09  P　並体
16  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
14  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
12  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
12  P　Gothic
10  P　Cent.
－－－
06  P　Cent.
08  P　Cent.
09  P　Cent.
　（和文）
16  P　並体（明朝）
14  P　並体
12  P　並体
10.5  P 並体
09  P　Cent.  Boldface
欧文人名
学名その他ラテン語
文献欄
　欧文雑誌及び書名
　雑誌の巻数（和欧とも）
頭のみ Cap. 後は小文字　Cent.（Rayan.R=Cap.）
Italic
Italic
Gothic
活字書体の指定（原稿に朱書きでアンダーライン）
　　　　Capital  Italic  Capital 
　　　　Small  Capital  Gothic  Italic 
　　　　Italic  Githic  Capital 
　　　　Gothic 
本文は句読点にする．
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武庫川女子大学紀要第　　巻投稿申込書
紀要編集委員会殿
　　　　下記のとおり，紀要
人文・社会科学
自 然 科 学
編に投稿したいので申し込みます．（投稿する方に○印）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投稿者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属（学科・研究室）　　　　　　　　　　内線　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１ 　表題
　　　和文：
　　　欧文：
２ 　著者名（共同執筆の場合のみ。次頁に投稿者を含め全員記入）
３ 　用語（該当語に○印）　　　　　　　　　　　　　　和文　　　　　欧文
４ 　原稿枚数	 5　提出メディア
　　　合計　　　　　　　　　　枚 FD，CD　 	　　　　　	　　
　　　　　　内訳　 １ ）本文　　　　　　　　　　枚　　　　　　　　　　　　 USB，その他　  
　　　　　　　　　 ２ ）図　　　　　　　　　　　枚
　　　　　　　　　 ３ ）写真　　　　　　　　　　枚（台紙の枚数）
　　　　　　　　　 ４ ）表　　　　　　　　　　　枚
6 　別刷り希望部数
　　　公費負担分 50 部＋研究費負担分（　　　）部　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　部
審査員承認
　 １ ）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　 ２ ）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 切り取り線 　　　　　　　　　　　　　　　　　 割印 	
投稿論文受付票
　　　　　　　　　　　　　　　　殿
受付日	　　年　　　　月　　　　日
紀要編集委員会
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武庫川女子大学紀要（人文・社会科学編，自然科学編）第 64 ～ 65 巻
査読者一覧（敬称略・五十音順）
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編集後記
『武庫川女子大学紀要　人文・社会科学編』および『武庫川女子大学紀要　自然科学編』の第 66 巻をお届け
いたします。
本巻のために研究論文をご投稿下さいました皆様方にお礼を申しあげます。
今年度は、計８篇の投稿論文がございました。厳正かつ公平な論文査読を経て、８篇の論文を本紀要に掲
載するに値する論文としてお認めし採択いたしました。『人文・社会科学編』に６篇を、『自然科学編』に２
篇を掲載しております。
『武庫川女子大学紀要』は、論文査読制を採用し、学内および学外の研究者の方々に査読をお願いし、本紀
要の学術的質の向上をめざしております。
本紀要の次巻の論文投稿の締め切りは2019年９月上旬です。その詳細は後日に発表しますので、皆様、奮っ
てご投稿下さい。皆様方からのご投稿をお待ち申し上げております。
武庫川女子大学紀要委員会委員長
玉井　暲
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